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路傍の花　メランポジューム
上矢立自治会個人宅

　平
ひらぐしでんちゅうしょう

櫛田中賞受賞彫刻家で本町観光大使の黒
くろわらび

蕨壮
そ う

氏
が来町され，霧島山麓チェンソーアートクラブ会員
の方々とともに共同作品を制作されました。（制作
中の様子）
　※高原フェスタの情報は次号で紹介します。

『 作品名：竜神の声を聞け 』
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平成２７年度歳入歳出決算の状況
一般会計収支決算の状況
歳入決算額

①
歳出決算額

②
歳入歳出差引額

③ = ①－②
翌年度への繰越財源

④
実質収支額
⑤ = ③－④

71 億 3,705 万 9 千円 67 億 7,979 万 2 千円 3 億 5,726 万 7 千円 7,456 万 5 千円 2 億 8,270 万 2 千円

　平成２７年度一般会計の決算額は，歳入71億3,705万9千円，歳出67億7,979万2千円で，歳入歳出差引額が3
億5,726万7千円となり，これから翌年度へ繰り越す事業の財源7,456万5千円を差し引いた2億8,270万2千円が
実質収支となりました。また，歳出決算額を前年度と比べると0.9％の増となっています。今後の財政状況と
しては歳出の補助費等，扶助費が増加し，歳入では地方交付税の減少が見込まれるため厳しい状況にありま
す。今後も継続した行財政改革に取り組み，健全な財政運営に努めます。
　なお，平成２５年度に発生しました元職員の公金横領事故による損害賠償金については，前年度末時点で
592万6千円の返済があり，未返済額は6,940万3千円となっています。このことについては，町監査委員及び
議会決算特別委員会の審査においても，早期回収に最善の努力をするよう求められています。これをふまえ
早期回収に努力していきます。

歳入の状況 一般会計決算額 71 億 3,705 万 9 千円

　歳入では，依存財源である地方交付税や町債，国・県支出金等の合計が53億9,445万円で全体の75.6％を占
めており，町税等の自主財源は17億4,261万円で全体の24.4％と少なく，国・県からの財源に大きく依存した
財政構造となっています。

財源 項目 内容 27 年度決算額 26 年度決算額 町民一人
当たりの額

依
存
財
源

地 方
交 付 税

全国どこでも標準的な行政サービスを受けられ
るよう国が交付するお金 32 億 2,764 万 6 千円 32 億 4,728 万 6 千円 32 万 5,400 円

国 庫
支 出 金

町の特定の事業に対して国から交付された負担
金，補助金など 7 億 6,544 万 7 千円 7 億 877 万円 7 万 7,170 円

町 債 町が行う事業の財源に充てるために借り入れた
お金（町の借金） 5 億 9,625 万 8 千円 6 億 6,591 万 3 千円 6 万 113 円

県支出金 町の特定の事業に対して県から交付された負担
金，補助金など 5 億 390 万 2 千円 5 億 2,397 万 9 千円 5 万 802 円

そ の 他 上記以外に国・県から交付されたお金（地方消
費税交付金）など 3 億 119 万 7 千円 2 億 611 万 8 千円 3 万 366 円

自
主
財
源

町 税 みなさんに納めていただいた税金で，町民税，
固定資産税など 9 億 2,763 万 4 千円 9 億 3,191 万 9 千円 9 万 3,521 円

使用料及び 
手 数 料 町営施設の使用料や，住民票交付手数料など 1 億 4,472 万 2 千円 1 億 4,686 万 7 千円 1 万 4,590 円

繰 入 金 基金等から繰り入れたお金 7,740 万 1 千円 1 億 6,271 万 2 千円 7,803 円

そ の 他 繰越金，分担金及び負担金，財産収入，寄附金，
諸収入 5 億 9,285 万 2 千円 5 億 243 万 2 千円 5 万 9,769 円

計 71 億 3,705 万 9 千円 70 億 9,599 万 6 千円 71 万 9,534 円

依存財源　 　 自主財源　 　

平成２７年度　歳入の割合
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歳出の状況 一般会計決算額 67 億 7,979 万 2 千円

目的別分類 　歳出を行政目的別によって分類したもの

　歳出を目的別にみると民生費が最も大きく，主な事業として，障がい者支援，保育所措置，高齢者訪問給
食等を行っています。次いで衛生費，土木費，総務費などの順になっています。衛生費の増加要因として
は，国民健康保険事業特別会計の運営負担（繰出金）や火葬場改修に伴う一部事務組合への負担金の増額が
挙げられます。

項　目 内　　　　容 27 年度決算額 26 年度決算額 町民一人
当たりの額

民 生 費 各福祉制度に基づく高齢者，障がい者，子育て支援など 16 億 438 万 9 千円 15 億 4,844 万 4 千円 16 万 1,749 円

衛 生 費 健康増進，ごみ，し尿の処理など 9 億 1,717 万 3 千円 8 億 6,043 万円 9 万 2,466 円

土 木 費 道路の整備や都市計画事業，公営住宅の管理など 9 億 862 万 4 千円 8 億 3,899 万 3 千円 9 万 1,605 円

総 務 費 行政運営や地域振興，戸籍事務など 8 億 8,938 万 7 千円 8 億 2,372 万 3 千円 8 万 9,665 円

公 債 費 これまでの公共事業などの財源として借り入れたお金の返済金 8 億 1,636 万 2 千円 8 億 5,255 万 3 千円 8 万 2,303 円

教 育 費 小・中学校，幼稚園等の管理運営や，生涯学習の推進など 5 億 9,198 万 9 千円 6 億 2,596 万 5 千円 5 万 9,682 円

農林水産業費 農業・林業・畜産の振興や，農道・林道の整備など 4 億 2,096 万 2 千円 4 億 9,106 万 8 千円 4 万 2,440 円

消 防 費 消防組合の運営負担金や消防施設の整備，消防団の運営費など 4 億 1,855 万 4 千円 4 億 7,032 万 5 千円 4 万 2,197 円

そ の 他 議会の運営や商工観光の振興，災害復旧など 2 億 1,235 万 2 千円 2 億 509 万円 2 万 1,409 円

計 67 億 7,979 万 2 千円 67 億 1,659 万 1 千円 68 万 3,516 円

◆基金の現在高 ◆地方債の残高
　財源不足の時に使われる財政調整基金，地方債
の償還の財源として使われる減債基金など，おお
むね増加傾向にあります。しかし，今後は地方交
付税が段階的に削減され，財源不足に陥ることが
予想されるため，基金の充実を図ることが重要で
す。

　臨時財政対策債の残高は年々増加傾向にありま
すが，毎年の借入額を同年度の返済額以下に抑制し
ているため，全体の地方債の残高は減少傾向にあり
ます。（臨時財政対策債は，国が地方交付税を交付す
る代わりに地方に借金をさせ，その返済分を後年度
に地方交付税で措置する地方債です。）

平成２７年度　歳出（目的別）の割合
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性質別分類 歳出を性質（人件費等）別によって分類したもの

　性質別では，普通建設事業費が大きく生活基盤や各施設，教育環境の整備などを行っています。補助費等
は，伊佐湧水消防組合などの一部事務組合への負担金を支出しています。また，物件費は地方創生に係る総
合戦略策定やアーモンド植栽事業の実施により大きく増加しています。

項　目 内　　　　容 平成 27 年度決算額 平成 26 年度決算額 町民一人 
当たりの額

消
費
的
経
費

人 件 費 職員の給料や特別職等に対しての報酬など 11 億 960 万 6 千円 11 億 2,047 万 3 千円 11 万 1,867 円

補 助 費 等 各種団体への補助金や負担金など 9 億 6,865 万 1 千円 9 億 8,769 万 3 千円 9 万 7,656 円

扶 助 費 各福祉制度に基づく高齢者，障がい者，子育
て支援など 9 億 427 万 2 千円 8 億 9,374 万 3 千円 9 万 1,165 円

物 件 費 消耗品，光熱水費，備品購入費，委託料など 7 億 8,298 万 3 千円 7 億 3,193 万 3 千円 7 万 8,938 円

維持補修費 各公共施設や道路などの軽微な修理 5,302 万 4 千円 5,991 万 3 千円 5,346 円

そ
の
他
経
費

公 債 費 これまでの公共事業などの財源として借り入
れたお金の返済金 8 億 1,636 万 2 千円 8 億 5,255 万 3 千円 8 万 2,303 円

繰 出 金 国民健康保険特別会計などへの繰り出し 6 億 9,244 万 7 千円 6 億 1,588 万 1 千円 6 万 9,810 円

積 立 金 町の各基金への積み立て 2 億 801 万 1 千円 1 億 9,063 万 4 千円 2 万 971 円
投 資 及 び 
出 資 金 公営企業会計等への出資金 0 円 0 円 0 円

貸 付 金 災害援護資金等の貸付金 0 円 0 円 0 円

投
資
的

経　

費

普 通 建 設 
事 業 費

道路，橋や各公共施設の建設事業，大規模な
改修 12 億 4,072 万 5 千円 12 億 3,656 万 3 千円 12 万 5,086 円

災 害 復 旧 
事 業 費 災害によって生じた被害の復旧 371 万 1 千円 2,720 万 5 千円 374 円

計 67 億 7,979 万 2 千円 67 億 1,659 万 1 千円 68 万 3,516 円

　一般会計の決算を年間の収入が約400万円（１月当たり33万3千円）の平均世帯（夫婦共働き4人家族）の
家計に置き換えてみると・・・

湧水町の決算を「家計」に例えると？

《収　入》
給与
うち基本給
（町税などの自主財源）
諸手当
（交付税，国県支出金など）

8 万 1,319 円

22 万 3,876 円

銀行等からの
借入（借金）

2 万 7,805 円

銀行等からの新たな借入を 2 万 7,805 円
に抑え，ローンを 3 万 8,170 円返済し，
借金残高を減らす努力をしています。

計 33 万 3,000 円

貯金残額（基金） 160 万 6,179 円
ローン残額（地方債） 485 万 9,555 円

《支　出》
家族の医療費（扶助費） 4万 2,282 円

ローンの返済（公債費） 3万 8,170 円

食費（人件費） 5万 1,880 円

光熱費や通信費など
（物件費） 3万 6,610 円

家・家財等の修理・買換え
（維持補修費・普通建設事業費等） 6万　642 円

家族への仕送り
（繰出金・補助費） 7万 7,665 円

貯金（積立金） 9,726 円

計 31 万 6,975 円

残金（翌月へ繰越し）（実質収支） 1万 6,025 円

湧水家 ・ １か月の家計簿

〔 〕
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　○特別会計決算報告

　○各指標が基準を上回るとどうなるの？

　○企業会計決算報告

会計名 区分 決　算　額 実質収支額

国民健康
保険事業

歳入 18 億 3,061 万 9 千円
4,934 万 2 千円

歳出 17 億 8,127 万 7 千円

介護保険
事　　 業

歳入 13 億 8,440 万 7 千円
2,842 万 9 千円

歳出 13 億 5,597 万 8 千円

後 期
高 齢 者
医療事業

歳入 1 億 3,776 万円
11 万 9 千円

歳出 1 億 3,764 万 1 千円

　企業会計は，一般会計と違い日常の営業活動に要す
る収入と支出を示す「収益的収支」と施設の建設や改
良などに要する収入と支出を示す「資本的収支」に分
かれています。
会計名 区　分 決　算　額

水
道
事
業

収益的収入
及 び 支 出

水道事業収益 収入 2 億 2,601 万 8 千円
水道事業費用 支出 1 億 8,714 万 4 千円

資本的収入
及 び 支 出

資 本 的 収 入 収入 1 億 4,864 万 4 千円
資 本 的 支 出 支出 2 億 4,672 万 6 千円

※企業会計は，会計方法が異なるため，不足額は過年
度分損益勘定留保資金で補てんしました。

平成２７年度決算に基づく健全化判断比率等の公表
○本町の財政の健全化を判断する比率は，いずれも警戒ラインを下回っています。

　財政の悪化が進む地方公共団体の早期健全化と財政の再生などを目的とする「地方公共団体の財政の健全
化に関する法律」が制定され，健全化判断比率として４つの指標及び公営企業の経営状況を示す資金不足比
率が定められています。この法律に基づき，平成２７年度の健全化判断比率，資金不足比率を以下に公表し
ます。湧水町の指標は，下表のとおり警戒ラインとなる早期健全化基準及び経営健全化基準を下回っていま
す。
　なお，実質公債費率，将来負担比率ともに年々減少していますが，各施設の老朽化への対応や，歳入の地
方交付税の減少など，健全化判断比率上昇の要因が懸念されます。

◆健全化判断比率（※実質赤字比率，連結実質赤字比率は全会計に赤字がないため算出されていません。）

指標名 平成 27 年度
比率

早期健全化
基準

財政再生
基準 比　　率　　の　　内　　容

実 質 赤 字
比 率 無　　し 15.0％ 20.0％ 一般会計の実質赤字額の割合であり，これが生じた場合には赤字の

解消を図る必要があります。

連 結 実 質
赤 字 比 率 無　　し 20.0％ 30.0％

一般会計などの実質赤字額の割合であり，これが生じた場合には問
題のある赤字会計が存在することとなり，赤字の早期解消を図る必
要があります。

実質公債費
比 率 ７．９％ 25.0％ 35.0％

一般会計などが負担する地方債償還額の割合であり，18％を超える
と起債の許可が必要となり，25％を超えると一部の起債発行が制限
されます。

将 来 負 担
比 率 ２３．3％ 350.0％ －

一般会計などが将来負担すべき実質的な負債の割合であり，この比
率が高い場合，将来の財政運営が圧迫されるなどの問題が生じる可
能性が高くなります。

◆資金不足比率（※資金不足比率は水道事業会計が資金不足となっていないため算出されていません。）

会計名 平成 27 年度
比率

経営健全化
基準 比　　率　　の　　内　　容

水道事業 無し 20.0%
公営企業の資金不足額の事業規模に対する割合であり，この比率が
経営健全化基準以上となった場合には，経営健全化計画を定めなけ
ればなりません。

【早期健全化基準を１つでも上回ると】
○　財政健全化計画を議会の議決を経て定め，速やかに公表するとともに県知事へ報告し，この計画に基づ
く財政健全化に取り組むこととなります。

【財政再生基準を１つでも上回ると】		 	
○　財政再生計画を議会の議決を経て定め，速やかに公表するとともに県知事を経由して総務大臣に報告
し，この計画に基づく財政再建に取り組むこととなります。なお，総務大臣の許可が得られなければ災害
復旧事業等以外の地方債の起債が出来なくなります。
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平成２７年度　湧水町人事行政の運営等の状況の公表
　地方公務員法（昭和２５年法律第 261 号）第５８条の 2 及び湧水町人事行政の運営等の状況
の公表に関する条例（平成１８年湧水町条例第１号）第６条の規定に基づき，平成２７年度の
湧水町における人事行政の運営等の状況を次のとおり公表します。

職員給与の定め方
　地方公務員法に定める給与決定の原則に基づき，生計費，国や他の地方公共団体の職員の
給与，民間事業の従事者の給与などを参考に町議会の議決を経て，「湧水町職員の給与に関す
る条例」などで定められています。

２．職員の給与の状況 [ 町長部局等 ]
(1) 人件費の状況（一般会計決算）

区分
住民基本
台帳人口

（年度末）
歳出額

Ａ 実質収支 人件費
Ｂ

人件費率
Ｂ / Ａ

（参考）
26 年度の
人件費率

27 年度 人
9,919

千円
6,779,792

千円
282,702

千円
1,104,829

％
16.30

％
16.68

(2) 職員給与費の状況（一般会計決算）

区分 職員数
Ａ

給　与　費 一人当た
り給与費
Ｂ／Ａ給料 職員

手当
期末勤
勉手当 計　Ｂ

27 年度 人
135

千円
510,034

千円
68,027

千円
198,846

千円
776,907

千円
5,755

(1) 職員の採用と退職状況　　　　（単位：人）

区分
職種

備　考
一般行政職 合　　計

採用 　　8 　　8
退職 　　10 　　10
増減 △ 2 △ 2

※１　平成 27 年度は 8 名の職員を採用しました。
※２　退職者は，定年退職 6 名，普通退職 1 名，勧

奨退職 3 名，懲戒免職 0 名でした。
※３　再任用は，定年退職者等を従前の勤務実績等

に基づく選考により，１年を超えない範囲内
で任期を定め，常時勤務を要する職若しくは
短時間勤務の職（１週間あたり 15 時間 30 分
～ 31 時間）に採用することができますが，平
成 27 年度に再任用職員の採用はありませんで
した。

(2) 部門別職員数の状況　　　　　（単位：人）
　区　分

部　門
職　　員　　数 増減数H27.4.1 H28.4.1

（
福
祉
関
係
を
除
く
）

一
般
行
政
部
門

議　会   3   3 0
総　務  29  30 1
税　務   9   8 △ 1

農林水産  17  16 △ 1
商　工   5   6 1
土　木  14  14 0
小　計  77  77 0

関
係

福
祉

民　生  13  12 △ 1
衛　生  8  7 △ 1
小　計 21  19 △ 2

一般行政部門計 98  96 △ 2
特別行政（教育） 23  24 1

公
営
企
業
等

水　道 4   4 0
国　保 5   5 0
介　護 7   8 1

後期高齢 1   1 0
小　計 17  18 1

合　　計
〔条例定数の合計〕

138
〔175〕

138
〔175〕

0

１．職員の任免及び職員数に関する状況

※人件費には，特
別職（各種委員を
含 む。） に 支 給 さ
れる給料，報酬等
を含みます。

※職員数は，H27.4.1 現在
で，水道事業は含みません。
※職員手当には退職手当，
児童手当は含みません。
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(3) 職員の平均給料，給与月額等の状況（平成 28 年 4 月 1 日現在）

区分
一般行政職

平均年齢 平均給料月額 平均給与月額

湧水町 41.9 歳 313,195 円 359,604 円

(4) 職員の初任給の状況（平成 28 年 4 月 1 日現在）　(5) 職員の経験年数別・学歴別平均給料月額の状況

区分
一般行政職 一般行政職

湧水町 国 区分 経験年数
10 ～ 15 年

経験年数
15 ～ 20 年

経験年数
20 ～ 25 年

大学卒 176,700 円 176,700 円 大学卒 294,000 円 314,900 円 355,800 円
高校卒 144,600 円 144,600 円 高校卒 202,600 円 279,200 円 314,400 円

(6) 一般行政職の級別職員数の状況（平成 28 年 4 月 1 日現在）
区分 １級 ２級 ３級 ４級 ５級 ６級 ７級

計標準的な
職務内容

主事・主事補
技師・技師補 主任 主査 係長・主幹 課長補佐

主幹・参事等
課長等
参事等

課長等
参事等

職員数 15 人 7 人 16 人 35 人 27 人 19 人 0 人  119 人
構成比 12.6％ 5.9％ 13.4％ 29.4％ 22.7％ 16.0％ 0.0％ 100％

④時間外勤務手当　※水道事業は含まれません。
支給実績（26 年度決算） 22,706　千円 職員 1 人当たり平均支給年額（26 年度実績） 173　千円
支給実績（27 年度決算） 18,309　千円 職員 1 人当たり平均支給年額（27 年度実績） 166　千円

⑤その他の手当

手当名 内容及び支給単価 国の制度
との異同

国の制度と
異なる内容

27 年度
平均支給月額

1 人当たり
平均支給月額

扶養
手当

配偶者 13,000 円，扶養（1 人につき）　　　 6,500 円
配偶者がいない場合（1 人目）       　   　　11,000 円
満 16 歳～ 22 歳までの子〔加算〕　      　　 5,000 円

同 － 82 人 25,800 円

住居
手当

持家（新築 5 年まで）　        　    　　     　3,000 円
借家等　家賃 23,000 円以下の場合　家賃－ 12,000 円

　　　　　家賃 23,000 円以上の場合
　　　　　　（家賃－ 23,000 円）× 1/2 ＋ 11,000 円
　　　　　　　　　　　　　 最高支給額　27,000 円

同
持家は

異

持家に対す
る手当

※国 H21.12
以降廃止

31 人 16,300 円

通勤
手当

　交通機関利用者等職員
　　運賃相当額（最高限度額 55,000 円）
　自動車等使用職員（片道 2km 以上）
　　2,000 円～以下距離毎に異なる　  　最高 31,600 円

同 － 75 人 3,800 円

管理職
手当

総務課長　　　　　　　　　　　　　　　  33,000 円　　　　　
支所長　　　　　　　　　　　　　　　  　29,000 円　　　　　　　　　
その他の課長　　　　　　　　　　　　　   25,000 円

異 役職により
多種あり 19 人 25,600 円

　※　１人当たりの平均支給月額は給与実態調査の一般行政職（税務職・企業職等を除いた職）の平均です。

(7) 職員の手当の状況
①期末手当・勤勉手当（平成 27 年度決算）

湧水町
1 人当たり平均支給額（27 年度）1,482 千円

（27 年度支給割合）

期　別 期末手当 勤勉手当
一般職 管理職 一般職 管理職

6 月期 1.225 1.025 0.750 0.950
12 月期 1.375 1.175 0.850 1.050

計 2.60 2.20 1.600 2.000
　（加算措置の状況）

職制上の段階，職務の級等による加算措置
・役職加算　　5 ～ 15％
・管理職加算　なし

※期末・勤勉手当の 1 人当りの平均支給額は給与実態調査
上の一般行政職（税務職・企業職等を除いた職）の平均です。

②退職手当（平成 27 年度）

区　　分
湧　水　町

自己都合・
その他 勧奨・定年

勤 続 20 年 20.445 月分 27.4050 月分
勤 続 25 年 29.145 月分 34.5825 月分
勤 続 35 年 41.325 月分 49.5900 月分
最 高 限 度 49.590 月分 49.5900 月分

その他の加算 定年前早期退職特例措置
（退職手当特例制度による）

1 人 当 り
平 均 支 給 額

（平成 27 年度）
35 千円 15,020 千円

③特殊勤務手当　制度廃止済

(1) 給与実態調査の数値です。
(2)「平均給料月額」とは，職員の基本給の平

均月額です。
(3)「平均給与月額」とは，給料に諸手当を加

えたものの平均月額です。

※課長等
と は， 次
長及び事
務局長を
含む。
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(8) 特別職の報酬の状況
区分 給料月額等

給
料

町 長

副 町 長

教 育 長

764,000 円
※ 4 月～ 3 月（534,800 円）
608,000 円
※ 4 月～ 3 月（547,200 円）
574,000 円

報
酬

議 長
副 議 長
常任委員長
議 員

305,000 円
252,000 円
244,000 円
229,000 円

期
末
手
当

町 長
副 町 長
教 育 長

2.95 月分
2.95 月分
2.95 月分

議 長
副 議 長
常任委員長
議 員

2.95 月分
2.95 月分
2.95 月分
2.95 月分

　※は，平成 27 年度における独自減額措置です。

5. 職員の服務の状況
(1)　服務の根本基準
　地方公務員法第 30 条は「すべての職員は，
全体の奉仕者として公共の利益のために勤務し，
かつ，職務の遂行に当たっては，全力を挙げて
これに専念しなければならない。」と定めていま
す。これは，憲法第 15 条第 2 項が「すべての
公務員は全体の奉仕者であって，一部の奉仕者
ではない。」と規定しているところを受けたもの
です。これを実現するための地方公務員法上の
義務は，次のとおりです

①　法令及び上司の命令に従う義務
②　職務に専念する義務
③　信用失墜行為の禁止
④　秘密を守る義務
⑤　政治的行為の制限
⑥　争議行為等の禁止
⑦　営利企業等の従事制限

7. 職員の福祉及び利益の保護の状況
　(1) 福利厚生制度（共済制度）の概要

　職員の共済制度は，地方公務員法第 43 条に基づいて定められた地方公務員等共済組合法によって具体的に定められてい
ます。共済制度を運用し，実施する主体は鹿児島県市町村職員共済組合です。共済組合では，組合員である職員とその家
族の病気・ケガ・出産・死亡等に対して必要な給付を行う「短期給付事業」，職員の退職・障害・死亡に対して年金又は一
時金の給付を行う「長期給付事業」，健康の保持増進事業や住宅資金の貸付などを行う「福祉事業」，の大きく分けて３つ
の事業を行っています。

　
　(2) 互助会等の福利厚生制度に係る町の負担状況
　　( ア ) 鹿児島県市町村職員互助会

　鹿児島県市町村職員互助会は，会員の福祉の増進を図ることを目的とし，各種給付事業，貸付事業を行っています。
事務局は鹿児島県町村会内で県内市町村等が加入し，加入団体と会員が会費を折半し，運営されています。（会員には特
別職を含みます。）

区分 会費（年額） 公費負担率 1 人当たりの公費負担額（年額） 加入者数 公費負担総額
全部局 2,150 円 0％ 0 円 138 人 0 円

水道事業 4 人 0 円

3. 職員の勤務時間その他の勤務条件に関する状況

勤
務
時
間

1 週 間 の 勤 務 時 間 38 時間 45 分
開 始 時 間 8 時 30 分
終 了 時 間 17 時 15 分
休 息 時 間 廃止
休 憩 時 間 12 時～ 13 時

取
得
状
況

年
次
有
給
休
暇

総 付 与 日 数 5,074 日
総 使 用 日 数 1,074 日
対 象 職 員 134 人
平 均 使 用 日 数 8.0 日
取 得 率 21.7％

（
育
児
休
業
）

休
業
の
状
況

新たに育児休業した者 男性 0 人 女性 1 人

前年からの取得者 男性 0 人 女性 0 人

4. 職員の分限及び懲戒処分の状況
(1) 分限処分者数　3 人
(2) 懲戒処分者数　0 人

6. 職員の研修及び勤務成績の評定の状況
　平成 27 年度に実施した研修は 22 研修で，参加人員は
延べ 667 人であり，実施状況は，以下のとおりです。

研修区分 期間 参加人数

一
般
研
修

新任課長級研修
新規採用職員研修（前期）
新任課長補佐級研修
新任係長研修
主査研修
一般職員基礎研修
一般職員研修
新規採用職員研修（後期）

2 日
3 日
2 日
2 日
2 日
3 日
3 日
4 日

2 名 
8 名
6 名
4 名
2 名
3 名
2 名
8 名

そ
の
他

税務専門課程税務・徴収コース
法制執務研修
簿記の基本と財務諸表の読み方研修

2 か月
1 日
3 日

1 名
17 名
2 名

町
独
自

県外研修（関西かごしまファンデー）
総合戦略について
新規採用職員研修（民間企業）
新規採用職員研修（町長講話）
接遇研修
地方創生研修会
人権同和教育講演会
男女共同参画研修会
こころ元気講演会
マイナンバー制度
債権管理について

2 日
1 日
1 日
1 日
1 日
1 日
1 日
1 日
1 日
1 日
1 日

2 名
107 名

8 名
8 名

37 名
107 名
40 名
80 名
35 名
95 名
93 名

[ 職員の人事行政 ]
　湧水町では，新たな人事評価制度（施行実施を踏まえ）を導
入し，その結果を適材適所の人員配置等に活用していきます。
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　　( イ ) 湧水町職員親和会
　湧水町職員親和会は，職員の福利厚生及び職員相互の親睦と生活の向上を図ることを目的とされた組織です。親和会は，
職員の掛金（年間 6,000 円）によって運営されており，公費負担はありません。

　(3) 公務災害補償の発生状況

区分 身分 請求
件数

認定件数
公務上 公務外

公務
災害

常勤
職員 1 件 1 件 0 件

通勤
災害

常勤
職員 0 件 0 件 0 件

※常勤的非常勤職員は除く

　(4) 勤務状況に関する措置の要求の状況
H26 年度末
係属件数

H27 年度末
措置要求件数

H27 年度処理件数 H27 年度末
係属件数取下 却下 判定

0 件 0 件 0 件 0 件 0 件 0 件
　
　(5) 不利益処分に関する不服申立ての状況

H26 年度末
係属件数

H27 年度末
不服申立件数

H27 年度処理件数 H27 年度末
係属件数取下 却下 判定

0 件 0 件 0 件 0 件 0 件 0 件
※湧水町は，公平委員会の事務を鹿児島県人事委員会に委託しています。

8. 職員の給与の状況 [ 水道事業 ]
　(1) 職員給与費の状況（平成 27 年度）
　　①決算

区分 総費用
Ａ

純損益又は
実質収支

職員給与費
Ｂ

総費用に占める職員給与
費比率　Ｂ／Ａ

( 参考 ) 平成 26 年度の総費用に
占める職員給与費比率

27 年度 千円
184,040　

千円
35,466　

千円
26,616　

％
14.46　

％
14.13

※職員給与費には法定福祉費は含みません。
　　　②予算

区分 職員数
Ａ

給　与　費 一人当たり給
与費　Ｂ／Ａ給料 職員手当 期末勤勉手当 計　Ｂ

27 年度 人
４　

千円
18,016

千円
2,089

千円
7,109

千円
27,260

千円
6,815

※給与費は 27 年度当初予算額に計上された額です。
※職員手当には退職手当，児童手当は含みません。

　(2) 職員の基本給，平均月収額及び平均年齢の状況

企業職
平均年齢 基本給 平均月収額
41.6 歳 312,471 円 386,059 円

※「基本給」とは職員の基本給の平均月額です。
※「平均月収額」とは給与に諸手当を加えたもの
の平均月額です。

　(3) 職員の手当の状況（27 年度）
項目 平均支給年額（1 人当たり） 支給内容

①期末手当・勤勉手当 1,957,000 円

内容及び支給単
価等は一般行政
職と同じ

②退職手当 0 円
③特殊勤務手当 制度廃止済
④時間外勤務手当 350,000 円
⑤その他の手当 支給者数 平均支給月額

扶 養 手 当 3 人 18,500 円
住 居 手 当 2 人 8,750 円
通 勤 手 当 1 人 7,100 円
管 理 職 手 当 1 人 25,000 円

公務災害補償制度は，職員が公務上の災害（負傷・疾病・障
害・死亡）又は通勤途中に災害を受けた場合に，その災害に
よって生じた損害の補填（補償）と，被災職員の社会復帰の
促進及び職員・遺族の援護を図るために必要な事業（福祉事業）
を行うことを目的としています。具体的には，地方公務員法
第 45 条に基づいて定められた地方公務員災害補償法によって
定められています。

地方公務員法第 46 条において職員は，給与，勤
務時間，その他の勤務条件に関し，公平委員会に
対して，地方公共団体の当局により適当な措置が
執られるべきことを要求することができることに
なっています。

地方公務員法第 49 条の 2 において職員は，その意
に反して不利益な処分を受けた場合は，公平委員
会に不服申立て（審査請求又は異議申立て）をす
ることができることとなっています。
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10
月
1
日
、
姶
良
中
央
家
畜
市

場
に
お
い
て
、
第
65
回
鹿
児
島
県

畜
産
共
進
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　

今
回
は
、
来
年
開
催
さ
れ
る
全

国
和
牛
能
力
共
進
会
（
宮
城
県
で

の
開
催
予
定
）
に
向
け
て
、
成
雌

区
・
高
等
登
録
群
区
を
加
え
、
県

内
各
地
か
ら
78
頭
が
集
ま
り
、
本

町
か
ら
も
姶
良
地
区
の
代
表
と
し

て
、
若
雌
２
区
に
大
重
翔
一
朗
さ

ん
（
１
頭
）、
高
等
登
録
群
区
に

前
田
格
男
さ
ん
（
３
頭
）
が
出
品

さ
れ
ま
し
た
。

　

組
出
品
で
、
母
・
娘
・
孫
娘
の

３
頭
１
群
で
の
出
品
と
な
る
高
等

登
録
群
区
で
は
、
５
組
15
頭
の
中

か
ら
最
優
秀
賞
１
席
を
本
町
の
前

田
格
男
さ
ん
が
受
賞
し
ま
し
た
。

　

成
績
の
詳
細
に
つ
い
て
は
次
の

と
お
り
で
す
。 

 

【
若
雌
２
区
】

　

最
優
秀
賞
７
席  

　
　

大
重
翔
一
朗
さ
ん

　
　
　

ひ
め
か
め
号

【
高
等
登
録
群
区
】　

　

最
優
秀
賞
１
席　
　
　
　
　

　
　

前
田
格
男
さ
ん

　
　
　

と
も
ゆ
き
号

　
　
　

と
も
た
だ
ひ
ら
号

　
　
　

と
も
た
だ
ひ
ら
の
１
号

【
若
雌
１
区
】　　

　

最
優
秀
賞
７
席　

橋
元
市
郎
さ
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
み
ひ
ろ
号
） 　

　

優
秀
賞　
　
　
　

山
口
和
博
さ
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
た
だ
ひ
さ
号
）

　

優
秀
賞　
　
　
　

大
重
翔
一
朗
さ
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
ゆ
き
こ
号
）

【
若
雌
２
区
】

　

最
優
秀
賞
１
席　

大
重
翔
一
朗
さ
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
ひ
め
か
め
号
）

　

最
優
秀
賞
４
席　

大
重
翔
一
朗
さ
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
り
か
号
）

　

優
秀
賞　
　
　
　

迫
坪
耕
二
さ
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
は
な
ゆ
き
号
）

【
成
雌
区
】　　
　

 　

 

　

最
優
秀
賞
１
席　

前
田
格
男
さ
ん 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
と
も
た
だ
ひ
ら
号
） 

【
高
等
登
録
郡
区
】　　
　

 　

 

　

最
優
秀
賞
１
席　

前
田
格
男
さ
ん 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
と
も
ゆ
き
号
） 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
と
も
た
だ
ひ
ら
号
） 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
と
も
た
だ
ひ
ら
の
１
号
） 

【
グ
ラ
ン
ド
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
】 

　

若
雌
２
区　

最
優
秀
賞
１
席　
　
　

 

　
　
　
　
　
　
　
　

大
重
翔
一
朗
さ
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
ひ
め
か
め
号
）

　
９
月
16
日
、
姶
良
中
央
家
畜
市
場
に
お
い
て
、
第
24
回
姶
良
秋
季
畜
産
共
進
会
が
開
催

さ
れ
、
本
町
か
ら
は
10
頭
の
出
品
が
あ
り
ま
し
た
。

　

若
雌
２
区
で
大
重
翔
一
朗
さ
ん
出
品
の
「
ひ
め
か
め
号
」
が
最
優
秀
賞
１
席
及
び
グ
ラ

ン
ド
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
、
成
雌
区
で
前
田
格
男
さ
ん
の
「
と
も
た
だ
ひ
ら
号
」
が
最
優
秀
賞

１
席
、
高
等
登
録
群
区
で
前
田
格
男
さ
ん
の
３
頭
が
最
優
秀
賞
１
席
に
輝
き
ま
し
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

こ
の
う
ち
、若
雌
２
区
と
高
等
登
録
群
区
の
４
頭
に
つ
い
て
は
姶
良
地
区
代
表
と
し
て
、

第
65
回
鹿
児
島
県
畜
産
共
進
会
へ
の
出
品
が
決
定
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
今
回
姶
良
地
区
内
か
ら
の
出
品
牛
53
頭
の
う
ち
、
生
産
地
が
本
町
の
出
品
牛
が

15
頭
お
り
、
全
体
の
１
／
４
を
占
め
ま
し
た
。

　

湧
水
町
か
ら
出
品
さ
れ
た
10
頭
の
成
績
に
つ
い
て
は
次
の
と
お
り
で
す
。

第65回鹿児島県畜産共進会　最優秀賞１席

　第２４回姶良秋季畜産共進会でグランドチャンピオン !!

▲　高等登録群区　ともゆき号　ともただひら号　ともただひらの１号（前田格男さん出品牛群）

グ
ラ
ン
ド
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン

　

ひ
め
か
め
号
と
大
重
翔
一
朗
さ
ん	

（
写
真
は
県
共
進
会
出
品
時
）



11 　広報 ゆうすい  Vol. 140　2016.11

　

初
回
は「
女
性
の
人
権
」に
つ
い
て
考
え
て
み

た
い
と
思
い
ま
す
。会
社
や
学
校
な
ど
で
は
男

女
平
等
の
環
境
に
つ
い
て
き
ち
ん
と
議
論
が
な

さ
れ
、制
度
化
が
進
ん
で
い
ま
す
。

　
「
ま
だ
ま
だ
で
す
よ
・
・
・
」と
反
論
が
返
っ
て

き
そ
う
で
す
が
、歴
史
や
そ
の
土
地
の
風
土
な

ど
に
よ
っ
て
男
性
・
女
性
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
が

固
定
な
も
の
と
な
り
、そ
れ
を
一
歩
踏
み
越
え

る
と
批
判
の
対
象
と
な
っ
た
り
し
て
い
ま
す
。　
　

　

皆
さ
ん
も
日
ご
ろ
か
ら「
女（
男
）の
く
せ
に
」

と
か「
男
は
仕
事
、女
は
家
事
」と
い
っ
た
固
定

的
な
役
割
分
担
意
識
で
い
ろ
い
ろ
な
判
断
を
し

て
い
ま
せ
ん
か
？
結
婚
し
て
出
産
し
て
も
仕
事

を
続
け
る
女
性
は
増
え
て
い
ま
す
。も
ち
ろ
ん

生
活
の
た
め
に
が
ん
ば
っ
て
仕
事
を
し
て
い
る

の
で
す
が
、男
性
と
同
じ
く
夢
や
希
望
を
も
っ

て
い
る
の
で
す
。親
の
世
話
や
子
育
て
、家
事
全

般
は
女
性
だ
け
の
仕
事
で
は
な
い
時
代
に
な
っ

て
い
ま
す
。介
護
保
険
や
子
育
て
に
関
す
る
い

ろ
い
ろ
な
事
業（
保
育
園
な
ど
）が
充
実
し
て
き

て
い
る
こ
と
を
見
て
も
そ
の
こ
と
が
わ
か
り
ま

す
。今
夜
は
家
庭
の
中
を
ち
ょ
っ
と
見
廻
し
て

み
て
は
？

○
Ｄ
Ｖ・デ
ー
ト
Ｄ
Ｖ

　

配
偶
者
や
恋
人
で
あ
っ
て
も
、暴
力
を
ふ
る

う
こ
と
は
許
さ
れ
ま
せ
ん
。殴
る
、蹴
る
な
ど
の

身
体
的
暴
力
以
外
に
も
大
声
で
ど
な
る
、交
友

関
係
や
携
帯
電
話
を
細
か
く
チ
ェ
ッ
ク
す
る
と

い
っ
た
行
為
な
ど
も
Ｄ
Ｖ
・
デ
ー
ト
Ｄ
Ｖ
に
あ

た
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

人  権

ひろば

Vol. １

相談事業
○県男女共同参画センター相談室（かごしま県民交流センター内）
　夫婦，家庭，生き方などの悩みを抱える方からの相談や，ＤＶについて
の相談，情報提供などを行っています。
　[電話相談 ]℡ 099-221-6630　・099-221-6631
　[ 面接相談 ]要予約
　[受付時間 ]水～日曜日（9：00～ 17：00）
　　　　　　	火曜日・休館日の翌日（9：00～ 20：00）

○女性の人権ホットライン
　女性の人権問題全般についての相談を行っています。
　[電話相談 ]℡ 0570-070-810
　[ 受付時間 ]月～金曜日（8：30～ 17：15）

　

10
月
26
日
に
栗
野
中
央
公
民
館
に
お
い
て
合
同
金

婚
式
が
挙
行
さ
れ
、
今
年
結
婚
50
周
年
を
迎
え
た
ご

夫
婦
15
組
が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。
当
日
の
資
料
に
は

ご
結
婚
当
時
（
昭
和
41
年
）
の
国
内
・
町
内
の
出
来

事
が
紹
介
さ
れ
、
喜
び
も
悲
し
み
も
夫
婦
と
も
に
分

か
ち
合
っ
て
き
た
50
年
を
振
り
返
り
ま
し
た
。

　

式
で
は
、
誓せ
い
は
い盃
の
儀
が
執
り
行
わ
れ
、
祝
詞
・
記

念
品
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

　

金
婚
を
迎
え
ら
れ
た
皆
さ
ん
、
こ
れ
か
ら
も
ま
す

ま
す
夫
婦
円
満
で
お
元
気
に
お
過
ご
し
く
だ
さ
い
。

田
畑　

晴
男
・
ミ
ツ
キ
夫
妻 

（
幸
田
地
区
）

蜂
須
賀
司
郎
・
ミ
ツ
ヱ
夫
妻 
（
米
永
地
区
）

今
園　

行
信
・
房
子　

夫
妻 
（
上
場
地
区
）

川
原　

和
美
・
成
子　

夫
妻 

（
川
添
地
区
）

田
上　

舜
一
・
洋
子　

夫
妻 

（
中
津
川
地
区
）

東
上
床
利
幸
・
美
津
子
夫
妻 

（
老
谷
地
区
）

田　
　

千
弘
・
清
子　

夫
妻 

（
轟
地
区
）

竹
牟　

悟　

・
多
美
子
夫
妻 

（
長
谷
地
区
）

老
谷　

益
徳
・
イ
ツ
子
夫
妻 

（
米
永
地
区
）

黒
田　

篤
雄
・　

代
子
夫
妻 

（
米
永
地
区
）

宮
越　

寅
男
・
凉
子　

夫
妻 

（
東
中
下
場
地
区
）

内
村　

實　

・
悦
子　

夫
妻 

（
長
谷
地
区
）

原
園　

靜
雄
・
久
子　

夫
妻 

（
米
永
地
区
）

藤
川　

弘　

・
美
智
子
夫
妻 

（
西
下
場
地
区
）

上
村　

信
雄
・
ツ
ル
エ
夫
妻 

（
轟
地
区
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
・
受
付
順
）

合
同
金
婚
式
共
に
歩
ん
だ
半
世
紀

　

そ
し
て
、
こ
れ
か
ら
も
。
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長縄跳び（３分間８の字跳び）
学校名 学年 回数

1 位 吉松小学校 ６年 342 回
2 位 吉松小学校 ５年 316 回
3 位 栗野小学校 ６年 300 回

平成２８年度　湧水町小学校陸上記録会
男　　　　　子 女　　　　　子

５年100m走  決勝
1 位 菱刈　嵩琉 吉松 15 秒 29 1 位 上村　優依 栗野 16 秒 74
2 位 内村　湧胡 栗野 15 秒 46 2 位 東　愛未 吉松 16 秒 94
3 位 青木　丈一朗 轟 15 秒 48 3 位 水元　理緒 栗野 17 秒 05

６年100m走  決勝
1 位 丸山　綾 吉松 14 秒 20 1 位 鶴永　真彩 吉松 15 秒 79
2 位 福寿　大智 栗野 14 秒 38 2 位 大熊　朋佳 栗野 15 秒 94
3 位 宮田　琉之介 吉松 15 秒 12 3 位 崎浜　凜 吉松 16 秒 18

５年800m走  決勝
1 位 下脇田　颯太 吉松 2 分 57 秒 99 1 位 亀田　侑佳 吉松 3 分 05 秒 84
2 位 丸山　琉星 吉松 2 分 59 秒 08 2 位 永田　梨奈 幸田 3 分 09 秒 07
3 位 内村　湧胡 栗野 3 分 03 秒 26 3 位 福原　早織 吉松 3 分 12 秒 62

６年800m走  決勝
1 位 川東　大悟 吉松 2 分 36 秒 44 1 位 有田　こころ 吉松 2 分 50 秒 40
2 位 坂下　悠真 吉松 2 分 48 秒 04 2 位 森山　紗那 吉松 3 分 00 秒 54
3 位 大倉野　翔 栗野 2 分 51 秒 99 3 位 福田　華憐 栗野 3 分 04 秒 55

５年100m一般走
1 位 田畑　詩音 栗野 17 秒 28 1 位 高橋　真歩 吉松 18 秒 21
2 位 山本　大空 吉松 17 秒 40 2 位 久保　　蘭 吉松 18 秒 58
3 位 丸山　良太 吉松 18 秒 00 3 位 上窪　樹莉 栗野 18 秒 68

６年100m一般走
1 位 西田　颯眞 吉松 16 秒 48 1 位 岡園　さくら 吉松 17 秒 47
2 位 御領園　椿 吉松 16 秒 63 2 位 芝　　夏実 吉松 17 秒 80
3 位 池袋　星成 吉松 16 秒 81 3 位 東上床　紗希 栗野 17 秒 92

５年走り幅跳び
1 位 平谷　弘樹 吉松 3 ｍ 40 ｃｍ 1 位 脇　七美 栗野 3 ｍ 12 ｃｍ
2 位 菱刈　嵩琉 吉松 3 ｍ 27 ｃｍ 2 位 竹野　いさな 上場 ２ｍ 95 ｃｍ
3 位 濵﨑　優斗 幸田 3 ｍ 19 ｃｍ 3 位 上村　優依 栗野 ２ｍ 85 ｃｍ

６年走り幅跳び
1 位 丸山　綾 吉松 4 ｍ 03 ｃｍ 1 位 大熊　朋佳 栗野 3 ｍ 51 ｃｍ
2 位 南　侑杏 吉松 3 ｍ 75 ｃｍ 2 位 稲本　蘭夢 幸田 3 ｍ 22 ｃｍ
3 位 福寿　大智 栗野 3 ｍ 60 ｃｍ 3 位 崎浜　凜 吉松 3 ｍ 17 ｃｍ

５年走り高跳び
1 位 中水流　泰雅 栗野 1 ｍ 18 ｃｍ 1 位 東 　愛未 吉松 1 ｍ 10 ｃｍ
2 位 郡山　陽琉 吉松 1 ｍ 10 ｃｍ 2 位 水元　理緒 栗野 1 ｍ 05 ｃｍ
３位 山下　海人 轟 1 ｍ 05 ｃｍ 3 位 内村　伊織 栗野 1 ｍ 00 ｃｍ

６年走り高跳び
1 位 荒平　大心 栗野 1 ｍ 05 ｃｍ 1 位 小川　優羽 栗野 1 ｍ 10 ｃｍ
１位 抜水　鈴音 栗野 1 ｍ 05 ｃｍ 2 位 佐田　歩未 吉松 1 ｍ 00 ｃｍ
3 位 雪松　大誠 吉松 1 ｍ 05 ｃｍ 3 位 福満　あかり 栗野 1 ｍ 00 ｃｍ

６年６０ｍハードル走
1 位 荒平　大心 栗野 11 秒 73 1 位 桐野　美咲 栗野 12 秒 36
2 位 中原　龍騎 吉松 12 秒 78 2 位 福田　華憐 栗野 12 秒 51
3 位 湯口　政治 轟 12 秒 92 3 位 中山　ひかり 栗野 12 秒 60

５年４００ｍリレー
1 位 菱刈・丸山・郡山・下脇田 吉松 1 分 03 秒 60 1 位 坂口・脇・上村・水元 栗野 1 分 10 秒 49
2 位 中水流・恒岡・鶴園・内村 栗野 1 分 04 秒 12 2 位 榎園・中馬・下新原・内村 栗野 1 分 10 秒 74
3 位 吉永・宮本・田中・濵﨑 幸田 1 分 09 秒 71 3 位 福原・永野・亀田・東 吉松 1 分 12 秒 60

６年４００ｍリレー
1 位 宮田・南・川東・丸山 吉松 58 秒 96 1 位 小川・中山・福満・大熊 栗野 1 分 05 秒 04
2 位 福寿・冨山・抜水・荒平 栗野 1 分 00 秒 59 2 位 鶴永・森山・崎浜・有田 吉松 1 分 05 秒 46
3 位 東・西田・雪松・福留 吉松 1 分 05 秒 74 3 位 松山・大重・福田・野本 栗野 1 分 0 ７秒 39

開催日：10 月 11 日　　場　所：吉松小学校

※走り高跳びは試技回数により順位を決めています。

（敬称略）
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期
日
：
10
月
１
日
～
11
日

　
　
　
　

場
所
：
岩
手
県

※
入
賞
の
み
掲
載

【
弓
道
競
技
】

▼
少
年
男
子
遠
的

　

優　

勝　

鹿
児
島
県　

79

－

44（
岐
阜
県
）

　

原
口　

和
樹

　

（
加
治
木
工
業
高
３
年
：
北
方
地
区
）

▼
少
年
男
子
近
的

　

第
３
位　

鹿
児
島
県　

４

－

４

（
兵
庫
県
：
競
射
３

－

１
）

　

原
口　

和
樹

【
陸
上
競
技
】

▼
成
年
女
子
三
段
跳

　

第
８
位　

末
永　

成
美　

12
ｍ
29
㎝

　

（
大
阪
成
蹊
大
４
年
：
中
津
川
地
区
）

　
　
　
　

期
日
：
10
月
14
日
～
16
日

　
　
　
　

場
所
：
福
岡
県

▼
女
子
走
幅
跳

　

第
４
位　

川
島　

杏
純　

５
ｍ
41
㎝

　

（
鹿
児
島
高
２
年
：
西
下
場
地
区
）

　
　
　
　

期
日
：
10
月
21
日
～
23
日

　
　
　
　

場
所
：
愛
知
県

▼
男
子
走
高
跳

　

第
２
位　

上
別
府
剛
志　

２
ｍ
17
㎝

　

（
九
州
共
立
大
２
年
：
上
場
地
区
）

　
　
　
　

期
日
：
10
月
29
日

　
　
　
　

場
所
：
鹿
児
島
市

▼
女
子
４
年
走
幅
跳

　

第
６
位　

上
野
愛
李
沙　

３
ｍ
13
㎝

　

（
上
場
小
：
栗
野
陸
上
）

　

11
月
７
日
に
開
催
さ
れ
、
町
内
外
の
64
チ

ー
ム
３
２
０
名
が
参
加
し
、
熱
戦
を
繰
り
広

げ
ま
し
た
。
（
結
果
は
次
号
で
掲
載
し
ま

す
。
）

吉
松
中
学
校

▼
サ
ッ
カ
ー
男
子
（
栗
野
中
と
の
連
合
）　

ベ
ス
ト
８　

２
年
：
久
保
田
嵩
斗
、
郡
山

莉
玖
、
福
原
碧
人
、
山
本
拓
未
、
吉
村
駿

太
郎
、
１
年
：
入
澤
慧
伍
、
岡
園
七
斗
、

小
妻
光
、
（
栗
野
中
）
２
年
：
山
﨑
晴
葵
、

田
中
翔
也
、
黒
木
翔
真
、
１
年
：
中
馬
蓮
、

西
元
群
、
上
窪
創
貴
、
向
高
望
和
、
大
薄

和
真
、
水
元
紀
嵐
、
内
村
快
斗

▼
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
女
子

ベ
ス
ト
８　

２
年
：
原
田
杏
瑞
、
丸
山
恋

奈
、
菱
刈
彩
那
、
田
口
凜
々
華
、
亀
田
京

佳
、
１
年
：
古
川
琴
美　
　

▼
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
女
子

ベ
ス
ト
８　

２
年
：
中
原
凜
、
境
田
佳
奈
、

谷
口
未
羽
、
玉
利
ラ
ナ
、
鶴
田
桃
香
、
水

智
朱
音
、
壹
岐
愛
未
、
１
年
：
髙
城
里
穂
、

中
島
璃
咲
、
長
野
眞
子

▼
剣
道
女
子
個
人

　

第
３
位　

二
渡　

舞
琴
（
１
年
）

栗
野
中
学
校

▼
剣
道
男
子
団
体

第
２
位　

２
年
：
大
田
一
心
、
石
本
柊
平
、

久
木
崎
武
尊
、
前
田
貫
太
、
古
市
剛
士
、

１
年
：
古
川
慶
次
、
畠
中
健
多

▼
剣
道
男
子
個
人

　

第
１
位　

大
田　

一
心
（
２
年
）

　

第
２
位　

石
本　

柊
平
（
２
年
）

　

第
３
位　

久
木
崎
武
尊
（
２
年
）

▼
剣
道
女
子
団
体

第
２
位　

２
年
：
池
田
凜
、
立
岩
真
白
、

１
年
：
宮
園
理
紗
子
、
田
𠩤
妃
菜

▼
剣
道
女
子
個
人

　

第
１
位　

池
田　

凜
（
２
年
）

▼
水
泳
男
子
１
０
０
ｍ
背
泳
ぎ

　

第
２
位　

植
林　

拓
心
（
１
年
）

▼
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
男
子（
重
富
中
と
の
連
合
）

　

第
３
位
（
７
チ
ー
ム
リ
ー
グ
戦
）

　
　
　
　
　

２
年
：
岡
山
大
晟

（
敬
称
略
）

第
71
回
国
民
体
育
大
会

（
希
望
郷
い
わ
て
国
体
）

第
32
回
日
本
ジ
ュ
ニ
ア
陸
上
競
技

選
手
権
大
会

第
34
回
全
九
州
高
等
学
校
新
人
陸

上
競
技
大
会

湧
水
町
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
協

会
親
善
交
流
大
会

ゆ
う
す
い 

の

ス
ポ
ー
ツ

（
敬
称
略
）

Ｋ
Ｋ
Ｂ
小
学
生
陸
上
フ
ェ
ス
タ
２
０
１
６

　

標
記
の
大
会
が
10
月
９
日
に
鹿
児
島
市
で

開
催
さ
れ
、
栗
野
中
学
校
３
年
生
の
竹
嵜
凜

さ
ん
（
轟
地
区
在
住
）
が
第
１
位
に
輝
き
ま

し
た
。
竹
嵜
さ
ん
は
、
日
頃
の
学
習
の
成
果

を
発
揮
し
、
素
晴
ら
し
い
英
語
の
ス
ピ
ー
チ

を
披
露
さ
れ
ま
し
た
。
今
月
23
日
か
ら
東
京

都
で
開
催
さ
れ
る
中
央
大
会
に
は
、
鹿
児
島

県
か
ら
、
竹
嵜
さ
ん
を
含
め
３
名
が
出
場
し

ま
す
。

高円宮杯第６８回全日本
中学校英語弁論大会

鹿児島県予選　第１位

地
区
中
学
校
新
人
体
育
大
会

開
催
日
：
10
月
11
日
～
13
日

開
催
場
所
：
牧
園
ア
リ
ー
ナ
、
ほ
か
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ぼ
く
が
、は
じ
め
て
チ
ャ
レ
ン
ジ
ャ
ー

湧
水
っ
子
を
知
っ
た
の
は
、四
年
生
の
時

で
し
た
。「
五
年
生
に
な
っ
た
ら
、チ
ャ

レ
ン
ジ
ャ
ー
に
参
加
し
て
み
る
」と
話

し
た
頃
か
ら
一
年
。本
当
に
、チ
ャ
レ
ン

ジ
ャ
ー
に
参
加
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。

　

申
し
込
み
を
し
て
か
ら
、参
加
者
に
決

ま
る
ま
で
家
の
ポ
ス
ト
を
毎
日
の
よ
う

に
見
ま
し
た
。手
紙
は
学
校
で
も
ら
い
ま

し
た
。参
加
者
に
決
ま
っ
た
と
き
は
、と

て
も
う
れ
し
く
て
、ワ
ク
ワ
ク
し
た
気
持

ち
に
な
り
ま
し
た
。

　

チ
ャ
レ
ン
ジ
ャ
ー
で
は
、行
く
前
の
研

修
が
あ
り
、テ
ン
ト
設
営
、食
事
作
り
、自

転
車
訓
練
、グ
ル
ー
プ
分
け
、メ
ニ
ュ
ー

作
り
、係
決
め
を
し
ま
し
た
。そ
し
て
、吉

松
小
だ
け
で
な
く
栗
野
小
、轟
小
、上
場

小
の
人
も
い
た
の
で
、仲
良
く
な
れ
る
よ

う
に
し
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

　

チ
ャ
レ
ン
ジ
ャ
ー
に
参
加
し
た
理
由

は
、い
ろ
い
ろ
な
体
験
を
し
た
り
、強
く

な
り
た
い
と
思
っ
た
か
ら
で
す
。

　

出
発
の
日
は
、ド
キ
ド
キ
し
て
バ
ス
に

乗
り
ま
し
た
が
、お
父
さ
ん
と
お
母
さ
ん

が
見
送
っ
て
く
れ
た
の
で
、「
が
ん
ば
ろ

う
！
」と
い
う
気
持
ち
に
な
り
ま
し
た
。

　

長
島
に
着
い
て
一
日
目
は
、二
十
三
キ

ロ
メ
ー
ト
ル
自
転
車
で
走
り
、カ
ヌ
ー
体

験
や
青
少
年
旅
行
村
で
テ
ン
ト
に
泊
ま

り
ま
し
た
。食
事
を
作
る
の
も
楽
し
か
っ

た
で
す
。

　

二
日
目
は
、十
四
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
自
転

車
で
走
り
ま
す
。朝
ご
は
ん
、お
弁
当
も

自
分
た
ち
で
作
り
ま
し
た
。マ
ン
ダ
リ
ン

セ
ン
タ
ー
で
研
修
を
し
た
り
、海
水
浴
を

し
た
り
し
ま
し
た
。

　

三
日
目
、フ
ェ
リ
ー
に
乗
り
、獅
子
島

に
行
き
ま
し
た
。化
石
堀
り
や
港
で
魚
つ

り
も
し
ま
し
た
。魚
は
一
匹
も
つ
れ
な

か
っ
た
け
れ
ど
、初
め
て
だ
っ
た
の
で
と

て
も
楽
し
い
で
し
た
。

　

四
日
目
は
、竹
島
と
伊
唐
島
に
橋
を

渡
っ
て
行
き
ま
し
た
。橋
か
ら
見
た
海
は
、

き
れ
い
で
し
た
。夜
は
、や
っ
と
温
泉
に

入
る
こ
と
が
で
き
て
、と
て
も
気
持
ち
が

良
か
っ
た
で
す
。

　

最
後
の
日
、行
人
岳
に
登
る
と
き
は

大
変
だ
っ
た
け
れ
ど
、景
色
が
き
れ
い

で
、今
ま
で
ず
っ
と
自
転
車
で
走
っ
た
こ

と
を
思
い
出
し
ま
し
た
。最
初
に
通
っ
た
、

だ
ん
だ
ん
市
場
が
見
え
て
き
た
ら
、長
島

を
一
周
し
た
ん
だ
な
あ
と
思
い
ま
し
た
。

　

ぼ
く
は
、チ
ャ
レ
ン
ジ
ャ
ー
で
み
ん
な

と
協
力
し
て
、何
で
も
や
っ
て
み
て
良

か
っ
た
と
思
い
ま
し
た
。家
で
は
や
っ
て

い
な
い
こ
と
や
自
分
の
こ
と
は
自
分
で

や
る
こ
と
を
経
験
で
き
ま
し
た
。

　

暑
く
て
き
つ
か
っ
た
け
れ
ど
、長
島
で

体
験
し
た
こ
と
は
、こ
れ
か
ら
も
ず
っ
と

忘
れ
な
い
し
、自
分
を
が
ん
ば
る
気
持
ち

に
さ
せ
て
く
れ
る
思
い
出
に
な
り
ま
し

た
。そ
し
て
、少
し
強
く
な
れ
た
と
思
い

ま
す
。

　

ぼ
く
は
、剣
道
を
や
っ
て
い
る
。初
め

は
、楽
し
く
て
剣
道
が
大
好
き
だ
っ
た
が
、

け
い
古
は
き
つ
い
し
強
い
人
ば
か
り
で
、

心
が
折
れ
そ
う
に
な
る
こ
と
が
増
え
て

き
た
。そ
こ
で
、自
分
を
試
し
た
い
気
持

ち
と
、心
を
強
く
し
た
い
と
思
い
参
加
し

た
。剣
道
を
始
め
て
か
ら
、毎
日
の
よ
う

に
竹
刀
を
振
っ
て
い
た
の
で
何
日
も
振

ら
な
い
こ
と
に
少
々
不
安
が
あ
っ
た
。で

も
、「
そ
れ
以
上
の
成
果
を
出
す
ぞ
。」と

い
う
気
持
ち
で
の
ぞ
ん
だ
。

　

出
発
式
が
栗
野
で
あ
っ
た
。ぼ
く
の
横

に
団
長
が
い
た
。式
の
間
中
、団
長
が
ピ

シ
ッ
と
し
て
い
た
の
で
、ぼ
く
も
ま
ね
を

し
て
ピ
シ
ッ
と
し
て
参
加
し
た
。気
が
引

き
し
ま
る
思
い
が
し
た
。

　

バ
ス
に
乗
り
込
み
、窓
か
ら
母
を
見
る

と
母
は
笑
っ
て
い
た
。ぼ
く
は
、友
達
と

楽
し
そ
う
に
し
て
見
せ
た
。そ
し
て
、ぼ

く
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
が
始
ま
っ
た
。バ
ス
に

乗
り
二
時
間
ほ
ど
で
ス
タ
ー
ト
ラ
イ
ン

に
到
着
し
た
。

　

初
日
は
、二
十
三
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
自
転

車
走
行
だ
。気
合
い
を
入
れ
た
つ
も
り

だ
っ
た
が
、あ
ま
り
の
日
照
り
に
、体
の

前
も
後
ろ
も
、う
で
も
足
も
チ
リ
チ
リ
と

焼
け
て
き
た
。し
か
し
、自
転
車
か
ら
見

え
る
長
島
の
海
は
キ
ラ
キ
ラ
と
し
て
い

て
、海
風
が
気
持
ち
よ
か
っ
た
。カ
ヌ
ー

体
験
で
は
、漁
船
の
波
を
乗
り
越
え
た
り
、

友
達
と
バ
ト
ル
し
た
り
し
て
楽
し
ん
だ
。

　

二
日
目
、十
四
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
自
転

車
で
移
動
し
た
。暑
さ
の
中
を
、松
ヶ
平

キ
ャ
ン
プ
場
を
目
指
し
た
。そ
こ
で
は
、

今
年
初
め
て
の
海
水
浴
を
し
た
。海
へ
も

ぐ
っ
て
み
る
と
、海
の
中
は
、と
て
も
き

れ
い
で
小
さ
な
魚
も
見
る
こ
と
が
で
き

た
。

　

三
日
目
、フ
ェ
リ
ー
で
獅
子
島
に
渡
っ

た
。ぼ
く
が
一
番
楽
し
み
に
し
て
い
た
化

石
発
掘
を
や
り
、化
石
を
発
掘
で
き
た
。

　

四
日
目
、島
を
出
て
、三
十
キ
ロ
メ
ー

ト
ル
移
動
し
た
。暑
さ
と
坂
道
が
と
て
も

き
つ
か
っ
た
が
、皆
で
声
を
か
け
合
っ
て

乗
り
切
っ
た
。

　

い
よ
い
よ
最
終
日
の
ス
タ
ー
ト
。行
人

岳
に
向
か
っ
た
。途
中
か
ら
登
山
し
た
。

頂
上
に
着
く
と
、ぼ
く
た
ち
が
自
転
車
走

行
し
た
経
路
が
一
望
で
き
た
。そ
の
海

は
、キ
ラ
キ
ラ
と
言
い
表
せ
な
い
程
の
き

れ
い
な
青
で
長
島
の
赤
土
、畑
、山
の
緑

と
絵
の
よ
う
だ
っ
た
。こ
の
景
色
を
参
加

し
た
人
達
と
見
る
こ
と
が
で
き
、一
緒
に

達
成
感
を
味
わ
っ
た
。そ
の
後
、下
山
し
、

バ
ス
で
吉
松
に
向
か
い
ま
し
た
。バ
ス
の

中
で
は
、皆
で
楽
し
く
話
を
し
て
い
た
ら
、

あ
っ
と
い
う
間
に
吉
松
小
に
到
着
し
た
。

吉
松
小
か
ら
、ゴ
ー
ル
地
点
に
向
か
う
と
、

大
勢
の
人
た
ち
が
拍
手
で
迎
え
て
く
だ

さ
っ
た
。

　

ぼ
く
は
、毎
日
が
楽
し
か
っ
た
の
で
、

チ
ャ
レ
ン
ジ
ャ
ー
が
終
わ
っ
て
し
ま
う

ん
だ
な
と
淋
し
い
気
持
ち
に
な
っ
た
。

　

今
回
、初
め
て
四
泊
五
日
、両
親
と
は

な
れ
て
過
ご
し
た
。ぼ
く
は
、係
の
仕
事

を
頑
張
っ
た
こ
と
や
皆
と
仲
良
く
過
ご

し
た
こ
と
、色
々
な
体
験
を
し
た
こ
と
を

話
し
た
か
っ
た
け
れ
ど
う
ま
く
話
せ
な

か
っ
た
。友
達
と
先
生
方
と
だ
け
で
生
活

を
し
、家
で
の
自
分
の
行
動
と
の
違
い
を

感
じ
た
。

　

こ
の
よ
う
な
体
験
を
し
て
、急
に
は
変

わ
ら
な
い
か
も
し
れ
な
い
け
れ
ど
、自
分

が
変
わ
れ
る
よ
う
に
、百
二
十
キ
ロ
メ
ー

ト
ル
走
破
し
た
こ
と
を
自
信
に
し
た
い

と
思
う
。

『チャレンジャー湧水っ子』に参加して

吉松小学校５年
床波　佳河さん

轟小学校５年
青木　丈一朗さん

８月に実施した「チャレンジャー湧水っ子」。今回，参加した２名の感想文を紹介します。
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平成２８年第３回湧水町議会定例会報告
　９月８日から１０月１７日までの４０日間の会期で平成２８年第３回湧水町議会定例会が開会されました。
　本議会では，諮問３件，決算認定５件，予算案２件，その他議案５件が上程され，原案のとおり適任・可決
及び認定されました。ここでは，その主な内容をお知らせします。
〔諮　問〕
◇人権擁護委員候補者の推薦について（３件）
　人権擁護委員の任期満了に伴い，人権擁護委員の候補
者３名を推薦しました。
〔町道路線の廃止〕
◇町道網の整備を図り，地域住民の利便に供するため，
町道路線を廃止しました。
〔町道路線の認定〕
◇町道網の整備を図り，地域住民の利便に供するため，
町道路線を認定しました。
〔条例の改正等の内容〕
◇湧水町報酬及び費用弁償等に関する条例の一部改正
　〈教育支援委員会委員のうち，専門的な助言や判断を
行う医師委員に対して，その業務に相応な報酬額を定
めるため，所要の改正を行いました。〉
◇湧水町公営住宅管理条例等の一部改正
　〈旧県湧水公舎を町営住宅として管理し，併せて関係
条例の整理を行うため，所要の改正を行いました。〉
〔訴訟上の和解〕
◇免職処分取消請求控訴事件の裁判に伴い，福岡高等裁
判所宮崎支部裁判長よりなされた和解勧告に関し，和
解に同意することについて可決されました。

は
っ
け
よ
い
！

　
　
　
豊
祭
相
撲
大
会

　

10
月
９
日
、
町
相
撲
道
場
に
お

い
て
第
12
回
湧
水
町
豊
祭
相
撲
大

会
が
開
催
さ
れ
、
小
学
校
２
年
生

以
上
の
力
士
２
２
４
名
が
参
加
し

ま
し
た
。
毎
年
、
多
く
の
小
学
生

女
子
が
参
加
し
、
男
子
に
負
け
な

い
真
剣
勝
負
は
見
応
え
が
あ
り
ま

し
た
。
特
に
、
長
時
間
に
わ
た
り

決
着
が
つ
か
ず
「
水
入
り
」
す
る

取
組
み
も
あ
り
、
会
場
を
沸
か
せ

ま
し
た
。

　

当
日
は
、
降
雨
が
心
配
さ
れ
ま

し
た
が
、
主
催
者
の
豊
祭
相
撲
保

存
会
の
計
ら
い
に
よ
り
、
雨
除
け

が
設
置
さ
れ
る
な
ど
、
ス
ム
ー
ズ

な
大
会
運
営
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

部　　門 種別 １　　位 ２　　位 ３　　位

小学生学校対抗 団体
栗野小学校 ”やらんば ”
亀澤哲治・荒平大心
・福満あかり

栗野小学校 ”負けじ ”
亀澤純也・小川優羽
・荒川心絆

轟小学校A
山下海人・西山朋希
・前田隆成

小学生地区対抗　男子 団体
轟A

山下海人・前田隆成
・西山朋希

東中下場A
谷山璃皇・内村湧胡
・亀澤哲治

西下場A
亀澤康生・中水流泰雅
・福永旺祐

小学生地区対抗　女子 団体
西下場Ａ

西和香菜・荒川心絆
・福満あかり

轟Ａ
田𠩤愛菜・西めぐみ
・葊山梨星

米永Ａ
福岡愛里・松山花美
・小川優羽

一般地区対抗 団体
西下場

重信瑛二・今和泉秀一
・小川直也

上場
中原航・松本翔太
・中原凌

東中下場
原口翔平・山門芳貴
・松元建斗

職域対抗 団体
稲村整骨院

稲村豊・稲村隼貴
・中村圭吾

どすこい
松元建斗・原口直樹
・今和泉秀一

役場新和会Ａ
内堀佑哉・金丸裕宇
・田中祐馬

小学２年男子 個人 前田　大夢
幸田

有馬　大晟
下川西

拵井園　心
西下場

小学３年男子 個人 米永　滉大
下川西

山下　珀人
轟

異島　湊
北方

小学４年男子 個人 下戸　悠太郎
轟

森山　来晏
轟

柳原　柊羅
下川西

小学５年男子 個人 山下　海人
轟

山本　大空
中津川

田中　陽翔
幸田

小学６年男子 個人 丸山　旺真
上川西

亀澤　哲治
東中下場

西山　朋希
轟

小学２年女子 個人 宮園　留梨子
北方

樋口　心春
北方

新園　ゆあ
米永

小学３年女子 個人 竹崎　暖埜
轟

野本　舞
東中下場

野口　結愛
上場

小学４年女子 個人 野本　彩
東中下場

向高　鈴
西下場

桐原　悠
長谷

小学５年女子 個人 今川　愛加吏
幸田

西　めぐみ
轟

田𠩤　愛菜
轟

小学６年女子 個人 福満　あかり
西下場

荒川　心絆
西下場

小川　優羽
米永

一般男子 個人 松元　建斗
東中下場

松井　駿佑
南消防署

稲村　豊
稲村整骨院

第 12 回湧水町豊祭相撲大会結果（敬称略）

〔決算認定〕
◇平成２７年度の各会計決算認定５件については，「決
算審査特別委員会」に付託，審議され，全て認定され
ました。
※詳細は２ページに掲載してある「平成２７年度歳入歳
出決算の状況」をご参照ください。
〔補正予算〕
◇一般会計（補正３号）
　平成２８年度の総額に３１４１万７千円を追加し，補
正後の総額を７２億１２０３万円としました。
◇介護保険事業特別会計（補正１号）
　平成２８年度の総額に９２万３千円を追加し，補正後
の総額を１４億１６７９万８千円としました。
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10
30

10
29

９
11 丸池マルシェ

秋の収穫祭
トリックオアトリート!　
（お菓子を）くれないと，いたずらしちゃうぞ

チャリティー展
熊本・大分を支援

　

い
き
い
き
セ
ン
タ
ー
く
り
の
郷
町
民
ホ
ー
ル

に
お
い
て
、
絵
手
紙
展
「
言こ

と
だ
ま魂
Ⅱ
」
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
北
方
地
区
在
住
の
恒
岡
謙
二
さ
ん

が
企
画
さ
れ
た
も
の
で
、
自
ら
制
作
さ
れ
た
独

特
の
温
か
み
の
あ
る
絵
手
紙
展
示
を
９
月
１
日

か
ら
22
日
ま
で
行
い
ま
し
た
。
来
場
者
の
気
に

入
っ
た
作
品
は
購
入
す
る
こ
と
も
で
き
、熊
本
・

大
分
地
震
の
復
興
の
た
め
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
込

め
た
絵
手
紙
が
展
示
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
恒
岡

さ
ん
は
、
売
上
金
の
全
額
と
被
災
者
を
励
ま
す

手
紙
を
被
災
地
に
寄
贈
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

秋
の
収
穫
祭「
霧
島
山
麓
湧
水
マ
ル
シ
ェ
」が

グ
リ
ー
ン
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
湧
水（
代
表
：
高
橋
源

悟
さ
ん
）の
主
催
に
よ
り
開
催
さ
れ
ま
し
た
。マ

ル
シ
ェ
と
は
、市
場
の
こ
と
で
多
く
の
屋
台
や

農
産
物
・
加
工
品
、雑
貨
な
ど
の
お
店
が
丸
池
公

園
内
に
並
び
ま
し
た
。コ
ン
コ
ン
と
湧
き
出
る

湧
水
を
眺
め
な
が
ら
、ゆ
っ
た
り
と
し
た
気
持

ち
で
、こ
の
秋
に
収
穫
さ
れ
た
農
産
物
を
通
じ

て
交
流
を
図
り
ま
し
た
。町
内
外
か
ら
多
く
の

方
が
訪
れ
、消
費
者
と
生
産
者
が
み
ん
な
で
秋

の
収
穫
を
祝
い
ま
し
た
。

　

町
国
際
交
流
協
会
の
主
催
で「
ハ
ロ
ウ
ィ
ン

パ
ー
テ
ィ
」が
栗
野
中
央
公
民
館
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。町
内
の
小
学
３
・
４
年
生
を
対
象
に
呼

び
か
け
、21
名
の
児
童
が
参
加
し
ま
し
た
。ペ
ー

パ
ー
ク
ラ
フ
ト
で
お
面
を
作
成
し
、み
ん
な
で

協
力
し
て
お
菓
子
づ
く
り
を
し
ま
し
た
。本
町

の
リ
オ
ン
さ
ん（
国
際
交
流
員
：
オ
ー
ス
ト
ラ
リ

ア
出
身
）や
ト
マ
ス
さ
ん（
外
国
語
指
導
助
手
：

ア
メ
リ
カ
出
身
）を
中
心
に
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
ゲ
ー

ム
で
楽
し
み
、異
国
の
文
化
や
語
学
に
触
れ
る

絶
好
の
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

このコーナーでは皆さまからの情報をお待ちしております。☎74－3111（内線2216）ゆうすいの話題

　紅葉の美しい季節となりましたが， 阿波渓谷周辺も 11 月下旬から 12 月上旬にかけて見頃を
迎えます。 渓谷の迫力のある水流の中に， 木々の間から美しい紅葉をのぞかせます。 あまり知られてい
ない阿波の渓谷美を体全体で感じてみませんか。
（観賞の際は , 危険箇所へ近づかず , 安全な場所からご覧ください。）
［問い合わせ先］ 教育委員会　生涯学習課　TEL ： 75 － 2142

秋の阿波渓谷周辺を　散策してみませんか
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短
　
　
歌

通
学
路
黄
金
の
稲
と
曼
珠
沙
華
初
秋
の
風
に
蜻
蛉
と
び
か
う　
　
　
　
　
　
　
　

城　

千
鶴
子

深
秋
の
風
に
稲
穂
重
た
げ
に
次
々
刈
ら
れ
切
り
株
の
列　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

内
村
と
し
子

深
緑
の
風
吹
き
渡
る
山
頂
に
こ
だ
ま
が
返
す
ヤ
ッ
ホ
ー
の
声　
　
　
　
　
　
　
　

笹
田
て
い
子

や
ま
ぼ
う
し
咲
き
い
る
故
郷
の
広
報
誌
捲
れ
ば
白
く
風
が
輝
り
く
る　
　
　
　
　

﨑
田　

ユ
ミ

リ
コ
ー
ダ
ー
合ハ

モ唱
っ
て
吹
け
ば
牧
場
の
風
も
二
手
に
別
れ
て
流
る　
　
　
　
　
　

福
田
三
四
五

八
月
は
諭
吉
の
札
が
店
店
へ
次
か
ら
次
と
飛
び
出
し
て
ゆ
く　
　
　
　
　
　
　
　

久
保　

隆
雄

ふ
と
姉
と
思
い
み
と
め
て
小
走
り
に
近
づ
き
た
れ
ば
他
人
の
空
似　
　
　
　
　
　

内
村
美
代
子

ひ
や
や
か
な
風
に
背
筋
の
ぴ
ん
と
な
り
ペ
タ
ル
の
軽
く
道
程
延
び
る　
　
　
　
　

鬼
塚　

文
雄

我
に
良
き
妹
の
如
き
友
あ
り
て
七
日
会
は
ね
ば
心
寂
し
む　
　
　
　
　
　
　
　
　

原
口　

信
子

障
子
ご
し
朝
の
光
が
畳
に
映
え
か
さ
ね
着
し
て
る
秋
の
深
ま
り　
　
　
　
　
　
　

竹
中
セ
ツ
子

よ
ろ
め
け
ば
随
一
頼
り
に
杖
を
突
く
五
十
余
キ
ロ
を
細
き
が
支
ゆ　
　
　
　
　
　

抜
水
ふ
く
代

城
山
の
裾
に
湧
く
水
豊
か
な
り
朝
毎
お
し
ゃ
べ
り
に
ぎ
わ
い
し
時と

き間　
　
　
　
　

冨
山　
　

泰

味
噌
作
る
湯
気
の
中
よ
り
若
い
声
加
勢
も
ら
い
て
今
年
も
出
来
た　
　
　
　
　
　

中
村　

綾
子

夕
風
が
連
れ
て
行
き
し
か
赤
蜻
蛉
残
り
し
パ
ン
パ
ス
残
月
に
痩
せ
る　
　
　
　
　

坂
元　

美
子

二
人
し
て
会
話
の
中
で
脱
線
す
些
細
な
事
に
て
風
向
き
変
わ
る　
　
　
　
　
　
　

今
西　

麗
子

戻
り
風
立
て
ば
遮
二
無
二
帰
り
た
く
な
る
も
の
だ
と
い
ふ
三
男
帰
省
す　
　
　
　

榎
木
志
津
代

主
な
き
古
き
窓
よ
り
風
を
呼
び
止
ま
り
し
刻
が
動
き
は
じ
め
る　
　
　
　
　
　
　

木
場　

千
恵

　
川
　
　
柳

出
世
顔
に
意
外
な
顔
が
も
う
ひ
と
つ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

北
園
ふ
く
え

仮
面
づ
れ
意
外
な
顔
を
の
ぞ
か
せ
る　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

水
堀　

松
枝

意
外
性
秘
め
て
女
の
底
力　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

藤
元　

芳
子

豊
年
の
秋
へ
田
の
神
上
機
嫌　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

藤
元　

節
子

　
俳
　
　
句

馬
肥
ゆ
る
天
下
御
免
の
糞
落
し　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

綾
織　

統
一

冬
の
瀧
美
し
き
ひ
と
の
筆
使
い　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

長
屋　

雪
白

い
わ
し
雲
今
年
最
後
と
麦
を
蒸
す　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

西
園
ら
ん
子

　
薩
摩
狂
句 

（
唱
）
福
田
三
四
五  

風
呂
上あ

が
い
肩
じ
ゃ
腰
じ
ゃ
ち
貼
い
た
て
っ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

田
島
総が
ん
ぶ
い

入
歯

　
（
唱
）
そ
い
で
ん
減
ら
ん
多そ
が
ら量
し
湿シ

ッ

プ
布
薬

湯
い
浸ち

か
っ
な
ん
つ
わ
な
ら
ん
一
等
賞し
ょ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ち
ょ
っ
し
も
た

　
（
唱
）
目
を
瞑つ
ぶ

っ
そ
ゆ
再さ
い
せ生
ゆ
し
か
た

ク
ー
ラ
ー
を
点
け
の
消
せ
の
で
夫み

と婦
喧げ
ん
か嘩　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

店
ん
幸さ
っ

ち
ゃ
ん

　
（
唱
）
肥
え
た
奴や

ち
ゃ
「
暑ぬ

き
」
痩
せ
た
た
「
寒さ

み
」
ち

・
こ
の
「
ゆ
う
す
い
文
芸
」
コ
ー
ナ
ー
に
句
を
掲
載
し
た
い
方
は
、
毎
月
20
日
ま

で
に
栗
野
中
央
公
民
館
ま
で
お
届
け
く
だ
さ
い
。

・
読
み
づ
ら
い
熟
語
等
に
は
読
み
仮
名
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

中央公民館作品展示の案内

栗 野 湧水写真クラブ 11月12日～ 12月10日

吉 松 湧水短歌教室 11月12日～ 12月10日

活動内容
　健康体操は心と体の健康作りを目的としています。
楽しい音楽で胸を張ったり，背筋を伸ばしたりして
音楽に合わせて動きます。
　月２回，みんなで楽しく練習しています。学級生
は１６名です。

栗野健康体操教室

開 催 日　毎月第２・４火曜日
開催時間　午前９時３０分～午前１１時３０分
開催場所　栗野中央公民館
連 絡 先　栗野中央公民館　℡ ７４ - ４３１３

指
導
者

坂
元 

克
子 

先
生
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　 ふるさと学寮　自立への挑戦

　９月１４日から１７日までの３泊４日の日程で，町内の小・中学生合わせて2 ７名が，家庭を離れ，栗野中央公
民館，吉松中央公民館，ログ・キャンプ村での宿泊生活を送りながら，ＪＲやふるさとバスを利用して通学する体
験活動を行いました。
　限られた時間内に身の回りの整理整頓を行ったり，みんなで協力して配膳の準備や食器洗いをしたりしまし
た。食事は生活改善グループの方々にお世話になりました。また，キャンプファイヤーや霧島アートの森での作
品鑑賞やクイズラリーなども行い，みんなで協力しあい声を掛け合いながら，楽しい時間を過ごしました。最終
日には上床牧場（アンの家）を訪問し，原生林や草原での自然体験をとおして豊かな自然を五感で味わい，ふるさ
とのよさを実感することができました。
　ふるさと学寮での集団生活をするなかで，自主的に動いたり，時には我慢したり，協調したりすることの大切
さを学ぶ機会となったようです。今回の経験を生かして，今後のさらなる活躍を期待します。

【写真の説明】  左：入寮式（栗野中央公民館），中：巨木でのターザンごっこ（上床牧場），右：朝食の様子（吉松中央公民館）

発見楽しみ工房
　申込は，当日の申込の他 , 電話・ＦＡＸによる事前の申込もできます。
その際は，代表者のお名前と参加人数をお知らせください。

第188回 「民族楽器・レインスティック作り」
　紙筒の中に細工を施し,柔らかな雨のような音がする民族楽器を作ります。自
然素材を使って自分だけのエスニック装飾の楽器づくりにチャレンジしよう！
日　時／平成28年11月19日（土）13：30 ～ 15：30
講　師／鹿児島県立南薩養護学校　德田　景　先生
定　員／ 20名（年齢制限はなく,どなたでも気軽に参加できます。)
参加料／入園料の他に２００円

第189回 「コルクを使って動物を作ろう」
　ワインで用いられるコルクと，針金，ビーズなどを用いて，小さな動物を作りま
す。お手軽に，かわいらしい動物を作ってみませんか？（コルクは新品を用います）
日　時／平成28年12月17日（土）13：30 ～ 15：30
講　師／鹿児島市立鹿児島女子高等学校　美坂　康太郎　先生
定　員／ 20名（年齢制限はなく,どなたでも気軽に参加できます。)
参加料／入園料の他に２００円

平成 28 年 10 月（第 187 回）
の発見楽しみ工房の制作風景
　鹿児島県立武岡台養護学校の東郷奈緒
子先生と一緒に，障子紙でステンド折り
染めの窓飾りを作りました。

【申込み・お問い合わせ先】霧島アートの森　☎ 74 － 5945

，
，

，
，

，
，

， ，
， ，
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問
１　

納
期
限
を
過
ぎ
て
か
ら
町

税
を
納
付
し
ま
し
た
が
、
督
促
状

が
届
い
た
の
は
な
ぜ
で
す
か
？

答
１　

納
期
限
ま
で
に
納
付
さ
れ

な
い
場
合
、
督
促
状
を
送
付
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
と
な
っ
て

い
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、
督
促
状

を
送
付
す
る
対
象
と
な
る
方
は
納

期
限
ま
で
に
納
付
さ
れ
て
い
な
い

方
全
員
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

問
２　

財
産
の
差
押
え
予
告
が
送

ら
れ
て
き
ま
し
た
。
ど
う
し
て
で

し
ょ
う
か
？

答
２　

再
三
通
知
を
送
付
し
て
も

何
の
連
絡
も
な
い
と
き
や
、
納
付

約
束
を
し
な
が
ら
納
付
さ
れ
な
い

場
合
は
、
預
貯
金
や
給
料
、
不
動

産
な
ど
の
財
産
を
調
査
し
、
や
む

を
得
ず
こ
れ
ら
を
差
押
え
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
、
税
の
公

平
性
を
保
つ
た
め
、
滞
納
し
た
町

税
を
確
保
す
る
目
的
で
行
う
も
の

で
す
。

問
３　

税
金
を
滞
納
し
て
い
た
と

こ
ろ
、
財
産
を
差
押
え
た
と
い
う

旨
の
通
知
が
届
き
ま
し
た
。
事
前

に
本
人
に
対
し
て
連
絡
同
意
を
得

る
必
要
が
あ
り
ま
せ
ん
か
？

答
３　

税
金
の
滞
納
に
つ
い
て

は
、
事
前
の
連
絡
や
本
人
の
同
意

な
し
に
差
押
え
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

　

地
方
税
法
で
は
、「
督
促
状
を

発
し
た
日
か
ら
十
日
を
経
過
し
た

日
ま
で
に
完
納
さ
れ
な
い
と
き

は
、
差
押
え
を
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
」
と
あ
り
ま
す
。
こ
の
こ
と

か
ら
事
前
の
連
絡
や
本
人
の
同
意

な
し
に
差
押
え
を
す
る
こ
と
が
で

き
、
差
押
え
た
後
に
書
面
で
通
知

し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
税
金
滞
納
に
よ
る
差
押
え

の
場
合
、
裁
判
所
へ
の
手
続
等
は

必
要
と
せ
ず
、
自
力
で
差
押
え
を

執
行
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

督
促
や
催
告
し
て
も
な
お
納
付

が
な
い
場
合
は
、
滞
納
者
の
財
産

（
預
貯
金
・
給
与
・
不
動
産
等
）

を
発
見
す
る
た
め
、
官
公
署
・
金

融
機
関
・
勤
務
先
・
取
引
先
・
滞

納
者
の
財
産
を
占
有
す
る
第
三
者

等
に
対
し
調
査
を
行
い
ま
す
。

　

ま
た
、
財
産
の
発
見
、
差
押
え

な
ど
の
必
要
が
あ
る
場
合
は
、
滞

納
者
の
住
居
を
相
手
方
の
意
思
に

関
係
な
く
強
制
的
に
捜
索
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　

※
こ
れ
ら
の
調
査
や
捜
索
は
、

法
律
の
規
定
に
基
づ
き
、
滞
納
者

に
事
前
に
了
解
を
得
ず
に
行
う
こ

と
が
で
き
ま
す
。（
国
税
徴
収
法

第
百
四
十
一
条
、
第
百
四
十
二
条

か
ら
第
百
四
十
七
条
）

　

財
産
調
査
で
発
見
さ
れ
た
、
滞

納
者
の
財
産
に
対
す
る
差
押
え
を

行
い
ま
す
。
差
押
え
を
行
っ
た
場

合
、
滞
納
者
や
そ
の
利
害
関
係
者

（
会
社
・
金
融
機
関
・
生
命
保
険

会
社
・
不
動
産
の
抵
当
権
者
な
ど
）

に
「
差
押
通
知
」
を
送
付
し
ま
す
。

税務課からのお知らせ

◎税金が納められない場合は・・・
　納税相談

　いろいろな事情で納期限までに納めることができない場合には，そのままにせず，早
めに印鑑と納税通知書等，納付が難しい事情を説明できる資料をお持ちになって税務課
へお越しください。

相談窓口：湧水町役場　栗野庁舎　税務課収納係　74 － 3111（内線 2143）

滞
納
処
分

　

滞
納
処
分
と
は
、
税
金
を
滞
納
し
て
い
る
人
の
意
思
に
か
か
わ
り
な
く
、
滞
納
に
な
っ
て
い
る
税
金
を
強
制
的
に
徴
収
す
る
た
め
、

そ
の
人
の
財
産
を
差
し
押
さ
え
換
価
し
、
滞
納
に
な
っ
て
い
る
税
金
に
充
て
る
一
連
の
手
続
き
を
言
い
ま
す
。

　

今
回
は
、
日
頃
、
皆
さ
ん
か
ら
よ
く
寄
せ
ら
れ
る
質
問
を
一
問
一
答
形
式
で
お
答
え
し
ま
す
。

滞
納
処
分
の
一
問
一
答

財
産
調
査
及
び
捜
索

差　

押　

え

差押対象財産 件数 金額
預　 貯　 金 １７件 1,299 千円

生 命 保 険 　7 件 1,150 千円

給 与 　2 件 224 千円

交 付 要 求 　1 件 750 千円

　　滞納処分実績　　　28年度上期実績
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開館時間：午前１０時～午後６時　　　　　　　　　
休 館 日：毎週月曜日，祝日（	こどもの日，海の日，文化の日を除く	），　毎月第４木曜日，
　　　　　	年末年始（１２/２９～１/３）　　
問合せ先：７４－１８２１

くりの図書館に来てね！

新聞各紙　閲覧できます

　図書館では，地域資料・時事的資料として，
以下の新聞を収集保存しています。館内で閲
覧，コピーをすることができます。（当日の新
聞はコピーできません。）ご活用ください。

　過去の新聞も，書庫にて保管し
ています。保管期間は，新聞ごと
に異なりますので，詳しくは図書
館までおたずねください。

・南日本新聞　　　　　　・朝日新聞
・読売新聞　　　　　　　・毎日新聞
・日本経済新聞　　　　　・日本農業新聞
・西日本スポーツ新聞
・朝日小学生新聞
・朝日中高生新聞

幸田小学校 図書委員さん

「私たちのおすすめの本」
いっど読んみやん

『転校生は忍びのつかい』
加部鈴子・著 / 岩崎書店

内容：４年１組で忍者ごっこ
が流行っている時期に，筧宗
助という転校生がやって来ま
す。その宗助には，実はある
秘密が隠れているというお話
です。興味がある人は，ぜひ
読んでください。

『自
チ ャ リ ン コ ボ ー イ

転車少年』
横山充男・著 / くもん出版
内容：高知に引っ越してき
た青山颯太が友達２人と
自転車のトライアルレース
に挑む話です。自転車に
乗ることが好きな人に，ぜ
ひ読んでほしい一冊です。

田中 陽翔さん（５年） 吉永 秀弥さん（５年）

　読書週間にあわせ，10 月
28 日に轟小学校で読み聞かせ
を行いました。全校児童のみ
なさんと，秋の絵本や「さる
かにがっせん」のパネルシア
ターなどを楽しみました。笑
い声や笑顔があふれる時間に
なり，読書の秋にぴったりの
行事になりました。

　午前中は，湧水 ism さんと図書
館職員で読み聞かせを行いました。
午後からの創作教室では，参加者の
方々が細かい作業に熱心に取り組
み，素敵な作品を完成させていまし
た。たくさんのご参加，ご来館あり
がとうございました！

轟小学校
　出前おはなし会

おはなし：
湧水 ism さん

13:30 ～　創作教室
「ウィンドチャイムづくり」

10 月 23 日～ 11 月 13 日

ブックリサイクル

秋のとしょかんまつりを行いました！
10 月 23 日　10:30 ～

おはなし会

講師：霧島アートの森 植松先生
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，
，

　湧水町の様ざまな四季を写した（全 13枚：
表紙を含む）素敵なカレンダーができました。
　同窓会の記念品や本町に縁のある方へのお
土産にいかがでしょうか？

■ 規　格：平成２９年カレンダー（Ｂ３版カラー１３枚）
■ 内　容：湧水町の魅力を紹介する四季折々の写真を掲載したカレンダーです。

　町外在住の方にも郷愁を感じていただけるよう作成しました。町民の方はもちろん，町外の方々，贈答
品としての購入もできます。　※売上は，町の観光振興に役立てられます。

■ 価　格：１部／５００円（５０部以上購入者は 1 部／４００円）
　　　　　　　※町外にも発送いたします。（別途送料等が必要です。）
■ 申込み・お問い合わせ先：霧島山麓湧水町観光協会事務局（JR 栗野駅舎内 TEL・FAX ７４－５６９０）

平
成
30
年
カ
レ
ン
ダ
ー
用
の
写
真
も
募

集
し
て
い
ま
す
。「
い
い
写
真
が
撮
れ

た
」
と
き
に
は
，
町
観
光
協
会
ま
で
提

供
し
て
く
だ
さ
い
。

湧水町
百景カレンダー
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沖縄ときりしま隼人浜下り
　みなさんこんにちは。10月は冒険と新しい発見で満ちた1か月でした。私の日本語
力が徐々に上っている実感があり，湧水町を自分の町のように思えるようになって
きました。生徒のみなさんは素晴らしい子ばかりで，私は彼らの元気な笑顔を楽しみ
にして毎日学校に通っています。10月は沖縄に行き，霧島市のイべント「きりしま隼
人浜下り」を見に行きましたので，今回はそれについて話したいと思います。
　10月7日から10日，沖縄の米軍基地にいる両親に会いに行ってきました。沖縄はと
ても美しかったです。沖縄で8年間過ごしたことのある私は，那覇空港に着くと「帰って来た」という気持ち
が湧いてきます。私が沖縄を離れて9年経ちますが，だいぶ様子が変わっています。以前よりも人も建物も
増え，街は驚くほど発展しています。私が子どもの頃，島のほとんどがサトウキビ畑，深い森ときれいな砂
浜だったことを覚えています。しかし今，那覇市が大幅に近代化し，人口が増え，ほとんどのビーチの隣に
リゾートホテルがあります。島の繁栄を見て嬉しかったですが，昔のように美しい自然で満ち溢れている
沖縄が恋しい自分もいます。人間の影響をまだ受けていないところは，まだ島に何ヶ所か残っていますが，
益々少なくなっている気がします。
　また，10月16日は，他の市町のＡＬＴ達と霧島市の武者行列「きりしま隼人浜下り」を見に行きました。伝
統的な衣装を着た参加者や馬に乗った「侍」が霧島市のモダンな街を通る光景は，歴史好きな私にとってと
ても印象的で面白かったです。午前9時に霧島神宮を出発し，終点の浜之市港に着いた午後3時には，行列は
500人以上の人が参加していました。非常に楽しい体験でした。私は来年「侍」として行列に参加出来ればい
いなと思います。
　今回は以上になりますが，みなさんはハロウィンを楽しく過ごされたでしょうか？
　私の次の冒険をぜひ楽しみにしてください。

トマスの湧水記

　現代の日本語は「タクシー」や「ホテル」などの単語がなければ基礎的な会話が難しく
なるぐらい外来語で溢れています。特に技術の分野では，日本語の単語が少なく，外国語
の専門用語をそのまま使う場合がほとんどです。しかし，逆に日本語から英語に入った
単語がたくさんあることをご存じでしょうか？「sushi」や「ninja」のようにそのまま英
語になった単語はもちろんありますが，よく見ると英語のとても意外なところで日本語
が出てきます。和製英語のように，元の日本語と発音，スペル，意味，そして使い方がだい
ぶ違うものに化けてしまった場合もあります。今回はそんな「英製日本語」をいくつか紹介したいと思います。

（アルファベット順）
A
ア キ タ
kita: 地名の「秋田」という意味で使われることがありますが，一般的な会話では「秋田犬」のことを指します。

B
ボ ケ ー
okeh: 写真の専門用語で，ピントの範囲外で生み出されるボヤけた領域のことを指します。「ボケる」から由来します。

H
ホ ン チ ョ ー

oncho：「ボス，リーダー，偉い人」という意味です。「班長」の誤った発音から由来しますが，実は英語ネイティブの方にス
ペイン語と間違われることが多いです。
K
カ ミ カ ゼ
amikaze: 太平洋戦争後期，日本軍の特攻隊が使っていた戦術が米軍兵に「神風」と呼ばれたことから由来します。それに

限らず，自分が自滅し，相手を巻き添えにする体当たり攻撃をkamikazeと言えます。
R
リ ッ ク シ ョ ー
ickshaw: 人力車のことを指します。「りきしゃ」の誤った発音から由来します。

S
サ ツ マ
atsuma: イギリスではみかんのことを指します。みかんが薩摩から初めて西洋へ輸出されたことから由来します。英語

圏の他の国では「t
タンジェリーン
angerine」と呼ばれています。

T
タ イ ク ー ン

ycoon: 特にビジネスでは，「実力者，大きな財産と影響力を持った人」のことです。「大君」の誤った発音から由来します。
U
ウ マ ミ
mami: 第5の基本味「うま味」のことです。昆布だしや味の素の特徴的な味であるうま味の元となっている化学物質を発

見した池田菊苗教授の研究から英語に入った単語です。
　また，近年では日本で初めて起きた・観測された現象の日本語名がそのまま英語で使われることが多いです。
Hikikomori(引きこもり)，karoshi(過労死)やotaku(オタク)がその有名な例えです。
　文化と言葉が触れ合うとき，新しい単語が聞き間違いから生まれることは，大きな「伝言ゲーム」のようなものではない
でしょうか。私たちが当たり前だと考えている「言葉」は，実はとても不思議なものだと思わせられます。

ジョシュア・リオンの国際交流日記

英語に入った日本語

　　

英語で言うと「Satsuma（薩摩）」？日本語
の影響を受けている英単語が意外と多いです。



23 　広報 ゆうすい  Vol. 140　2016.11

11月は ねんきん月間　です
国民年金保険料を納めていますか？この機会に確認を！

社会保険料（国民年金保険料）控除証明書が発行されます！

～年末調整・確定申告まで大切に保管してください～

　国民年金保険料は，健康保険や厚生年金などの社会保険料を納めた場合と同様に社会保険
料控除としてその年の課税所得から控除され，税額が軽減されます。
控除の対象となるのは，平成28年1月から12月までに納められた保険料の全額です。過去の年
度分や追納された保険料も含まれます。
また，ご自身の保険料だけではなく，配偶者やご家族（お子様等）の負担すべき国民年金保
険料を支払っている場合，その保険料も合わせて控除が受けられます。
　なお，平成28年中に納付した国民年金保険料について社会保険料控除を受けるためには，
年末調整や確定申告を行うときに，領収証書など保険料を払ったことを証明する書類の添付
が必要となります。
　このため，平成28年1月1日から9月30日までの間に国民年金保険料を納付された方には、11
月上旬に日本年金機構から「社会保険料（国民年金保険料）控除証明書」が送られますので，
申告書の提出の際には必ずこの証明書，または領収証書を添付してください。（平成28年10
月1日から12月31日までの間に，今年はじめて国民年金保険料を納められた方へは，翌年の2月
上旬に送られます。）

納付猶予制度の50歳未満への拡大について

　平成28年7月1日から，30歳未満を対象とした若年者納付猶予制度の対象年齢が拡大され,50
歳未満を対象とした納付猶予制度となりました。ただし,平成28年6月以前の期間は,引き続き30
歳未満であった期間が納付猶予制度の対象となります。
　所得が少ないなど保険料の納付が困難な場合は,納付猶予制度の他にも，免除制度等もあり
ますので,国民年金窓口へご相談ください。

お問い合わせ先
栗野庁舎　住　民　課　　　℡：74 － 3111（内線 2154）
吉松庁舎　住民福祉課　　　℡：75 － 2111（内線 3119）
加治木年金事務所　　　　　℡：62 － 3511

国民年金のお知らせ

１
い い

１月３
み ら い

０日は

「年金の日」
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国
保
だ
よ
り

問い合わせ先
保健衛生課（栗野庁舎）　TEL：74－3111（内線2123）　　
住民福祉課（吉松庁舎）　TEL：75－2111（内線3113）
栗野保健センター　　　TEL：74－3120

　湧水町国保 40歳から 75歳までの方で，生活習慣病に罹患している人の数は
1,327 人（H26 統計より）そのうちの 12.4％が脳血管疾患，9.6％が虚血性心
疾患，3.2％が糖尿病性腎症にかかっています。さらに，この 3つの疾患にかかっ
ている人の 80％以上が高血圧症を基礎に持っていました。
　高血圧は血管を傷つけ全身に障害を起こすことがこのことからもわかります。

節　酒

　多量飲酒は血圧を上
昇させます。酒量に気を付ける。
週に 1日は飲まない日をつくる

習慣をつけましょう。

肥　満　解　消

　食べ過ぎと運動不足
を改善して，健康的に

減量しましょう。毎日体重を測
定して，しっかり体重管理をし
ましょう。

減　塩

　食塩過多は高血圧の大きな原
因となります。
　日頃から食事に気を配り，減
塩を心掛けましょう。

運　動

　血液循環が良くなり
血圧が下がります。
　また，運動は血圧を上げる要
因の一つであるストレスの解消
にも効果的です。

禁  煙

　喫煙は血管を収縮させ
血液中の酸素を減少させ
ます。
　禁煙外来や禁煙補助剤を活用
して禁煙を成功させましょう。

なるほど納得！健康情報　

～高血圧編～

高血圧の予防 ・ 解消のためのポイント

「
健
康
増
進
月
間
」
標
語
の
部

知
事
賞
受
賞

　

10
月
21
日
、
鹿
児
島
市
民
文
化
ホ
ー
ル
で

第
19
回
健
康
づ
く
り
推
進
員
大
会
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
そ
の
中
で
、「
健
康
増
進
月
間
」

作
文
・
標
語
コ
ン
ク
ー
ル
の
表
彰
式
が
行
わ

れ
、
標
語
の
部
で
知
事
賞
（
中
学
生
の
部
）

を
栗
野
中
学
校
３
年
生
の
富と
み
た田　

珠た
ま
き祈
さ
ん

が
、
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　

富
田
さ
ん
は
、「
こ
の
標
語
は
、
私
の
家

族
や
親
せ
き
が
健
診
に
行
く
こ
と
で
い
つ
ま

で
も
健
康
に
過
ご
し
て
も
ら
い
た
い
と
い
う

思
い
で
作
り
ま
し
た
。」
と
披
露
さ
れ
ま
し

た
。

　

健
康
増
進
月
間
標
語
の
部

　

知
事
賞
（
中
学
生
の
部
）

　

受
賞
作
品

　
「
検
診
で　

自
分
の
健
康　

確
か
め
よ
う
」

栗
野
中
学
校
３
年　

富
田　

珠
祈
さ
ん

血圧を下げるには

生活習慣の改善から

約 4㎏減量するだけで
血圧は約 5㎜ Hg 下がるといわれています。

今すぐ試してみる価値あり！

管理栄養士に
「無理なくできる減塩のコツ！」

を教えてもらいました。

①　天然食品でだしをとる

　　昆布，かつお節，にぼし，干しシイタケなどからは，塩味が少なくても
おいしく感じる「うまみ」が出ます。

②　香辛料 ・ 香味野菜 ・ 酸味を上手にいかす

③　鮮度の良い食材を選ぶ

　　新鮮な旬の食材は味付けしなくても十分食材そのもののおいしさを楽し
むことができます。

④　外食， 惣菜， レトルト食品， 塩分の多いものを控える

⑤　麺類の汁は飲み干さない

⑥　調味料を 「かける」 より 「つける」　
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　町などからのお知らせや
募集などの情報をお届け
します。

県
司
法
書
士
会
霧
島
支
部
に
よ
る

無
料
相
談
会
の
開
催
に
つ
い
て

　

鹿
児
島
県
司
法
書
士
会
霧
島
支
部

で
は
、
次
の
と
お
り
無
料
相
談
会
を

開
催
し
ま
す
。
さ
ま
ざ
ま
な
ご
相
談

に
対
応
し
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご

利
用
く
だ
さ
い
。
当
日
、
予
約
な
し

で
も
受
け
ら
れ
ま
す
が
、
予
約
者
が

優
先
で
す
。

▼
日
　
時

　

12
月
３
日
（
土
）

　

午
前
10
時
～
午
後
４
時

▼
場
　
所

  

吉
松
中
央
公
民
館

　
（
湧
水
町
川
西
８
４
３
番
地
）

▼
相
談
内
容
　

○
土
地
建
物
の
登
記
に
関
す
る
こ
と

○
会
社
の
登
記
に
関
す
る
こ
と

○
遺
言
書
等

○
成
年
後
見
手
続
き

○
裁
判
手
続
き
や
裁
判
所
に
提
出
す

る
書
類
に
関
す
る
こ
と

○
消
費
者
金
融
問
題
、
架
空
請
求
問

題
に
関
す
る
こ
と

○
供
託
に
関
す
る
こ
と

▼
問
合
せ
先
　

　

鹿
児
島
県
司
法
書
士
会
霧
島
支
部

（
益
﨑
事
務
所
）

　

☎
０
９
９
５

－

５
２

－

８
４
８
５

空
き
家
の
適
正
管
理
に
つ
い
て

　

適
正
な
管
理
が
さ
れ
て
い
な
い
空

き
家
な
ど
が
放
置
さ
れ
る
と
防
災
面

な
ど
地
域
住
民
の
生
活
環
境
に
影
響

を
及
ぼ
す
お
そ
れ
が
あ
る
た
め
、
昨

年
５
月
に
全
面
施
行
さ
れ
た
「
空
家

等
対
策
の
推
進
に
関
す
る
特
別
措
置

法
」
で
は
、
所
有
者
、
ま
た
は
管
理

者
が
適
正
な
管
理
に
努
め
る
こ
と
と

さ
れ
て
い
ま
す
。

【
空
き
家
な
ど
を
所
有
、
ま
た
は
管

理
さ
れ
て
い
る
方
へ
】

○
ご
自
宅
以
外
に
所
有
住
宅
が
あ
る

方
や
ご
自
宅
を
長
期
不
在
に
さ
れ
て

い
る
方
に
つ
い
て
は
、
空
き
家
と

な
っ
て
い
る
建
物
な
ど
の
状
況
を
確

認
し
て
、
適
正
な
管
理
に
努
め
て
く

だ
さ
い
。

○
空
き
家
な
ど
を
適
正
に
管
理
し
な

い
ま
ま
放
置
す
る
と
、
改
修
や
除
却

な
ど
の
指
導
、
勧
告
を
受
け
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。　

※
詳
し
く
は
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
い
た
だ
く
か
、
直
接
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

▼
問
合
せ
先
　

　

県
庁
建
築
課
住
宅
政
策
室

　

☎
０
９
９

－

２
８
６

－

３
７
３
８

戦
没
者
遺
児
に
よ
る
慰
霊
友
好

親
善
事
業
の
参
加
者
募
集
に
つ

い
て

　

先
の
大
戦
で
父
等
を
亡
く
し
た
戦

没
者
の
遺
児
を
対
象
と
し
て
、
戦
没

し
た
休
戦
域
を
訪
れ
、
慰
霊
追
悼
を

行
う
と
と
も
に
、
同
地
域
の
住
民
と

友
好
親
善
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
「
戦
没
者
遺
児
に
よ
る
慰
霊
友
好

親
善
事
業
」
が
実
施
さ
れ
ま
す
。
費

用
は
、
参
加
費
と
し
て
10
万
円
で
、

５
年
を
経
過
し
た
方
（
平
成
21
年
度

以
前
参
加
者
）
は
２
回
目
の
応
募
を

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。（
海
で
亡

く
な
ら
れ
た
方
で
洋
上
慰
霊
参
加
希

望
者
は
５
年
を
経
過
し
な
く
て
も
応

募
可
能
。
た
だ
し
、
前
回
洋
上
慰
霊

参
加
者
は
応
募
で
き
ま
せ
ん
。）
日

程
等
の
詳
細
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
（
日
本
遺
族
会
事
務
局

☎
０
３

－

３
２
６
１

－

５
５
２
１
）

▼
実
施
地
域

○
広
域
地
域

　

旧
満
州
、
旧
ソ
連
、
西
部
・
東
部

ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
、ボ
ル
ネ
オ
・
マ
レ
ー

半
島
、
マ
リ
ア
ナ
諸
島
、
中
国
、
ト

ラ
ッ
ク
・
パ
ラ
オ
諸
島
、
ソ
ロ
モ
ン

諸
島
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
、

終
戦
70
周
年
記
念
洋
上
慰
霊

○
特
定
地
域

　

マ
ー
シ
ャ
ル
・
ギ
ル
バ
ー
ト
諸
島

▼
申
込
先

　

各
都
道
府
県
遺
族
会
へ

　

☎
０
９
９

－

８
１
２

－

８
２
９
２

（
特
例
財
団
法
人
鹿
児
島
県
遺
族
会
）

11
月
は
「
郷
土
に
学
び
・
育
む

青
少
年
運
動
」
強
調
月
間
で
す

　

県
で
は
、
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
・
芸

能
な
ど
地
域
で
実
施
さ
れ
る
行
事
が

多
い
11
月
を
「
郷
土
（
ふ
る
さ
と
）

に
学
び
・
育
む
青
少
年
運
動
」
強
調　

月
間
と
し
て
定
め
、
鹿
児
島
の
古
く

か
ら
の
伝
統
で
あ
る
地
域
で
青
少
年

を
育
て
る
気
風
を
盛
り
上
げ
る
と
と

も
に
、
郷
土
に
根
ざ
し
た
グ
ロ
ー
バ

ル
な
人
材
の
育
成
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

　

家
庭
・
学
校
・
職
場
・
地
域
及
び

関
係
機
関
・
団
体
等
が
一
体
と
な
っ

て
、
青
少
年
の
健
全
育
成
と
非
行
防

止
対
策
・
社
会
環
境
の
浄
化
等
を
積

極
的
に
展
開
し
ま
す
の
で
、
皆
様
の

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

※
詳
し
く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

▼
問
合
せ
先

　

県
庁
青
少
年
男
女
共
同
参
画
課

　

☎
０
９
９

－

２
８
６

－

２
５
５
７

鹿
児
島
レ
ッ
ド
リ
ボ
ン
月
間
に

つ
い
て

　

県
で
は
、
12
月
１
日
の
「
世
界
エ

イ
ズ
デ
ー
」
を
中
心
と
し
た
１
か
月

（
11
月
16
日（
水
）～
12
月
15
日（
木
））

を
「
鹿
児
島
レ
ッ
ド
リ
ボ
ン
月
間
」

と
定
め
て
い
ま
す
。　

　

月
間
中
は
、
エ
イ
ズ
に
関
す
る
正

し
い
知
識
の
普
及
啓
発
を
実
施
す
る

こ
と
に
よ
り
、
エ
イ
ズ
の
予
防
お
よ

び
感
染
者
・
患
者
な
ど
が
尊
厳
を

も
っ
て
暮
ら
せ
る
社
会
づ
く
り
を
推

進
す
る
と
と
も
に
、
休
日
お
よ
び
平

日
夜
間
に
Ｈ
Ｉ
Ｖ
検
査
を
実
施
す
る

こ
と
に
よ
り
、
感
染
者
・
患
者
の
早

期
発
見
に
努
め
る
こ
と
と
し
て
い
ま

す
。

　

県
の
保
健
所
で
は
、
原
則
無
料
・

匿
名
で
Ｈ
Ｉ
Ｖ 

検
査
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。Ｈ
Ｉ
Ｖ
の
感
染
は
、

血
液
検
査
に
よ
っ
て
分
か
り
ま
す
。

大
切
な
パ
ー
ト
ナ
ー
と
自
分
自
身
を

守
る
た
め
に
、
Ｈ
Ｉ
Ｖ
検
査
を
受
け

て
み
ま
し
ょ
う
。

▼
問
合
せ
先
　

　

県
庁
健
康
増
進
課　

　

☎
０
９
９

－

２
８
６

－

２
７
２
４

Infomation
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11/16 水 12/ １ 木

11/17 木 　　ぼくとわたしのおはなしの時間　15：00 ～　　
　　よしまつふれあいの家 12/ ２ 金

　　心も体も元気教室　一生元気コース
（13：30 ～ 15：00）

資源ごみ収集日（川西地区）

11/18 金
　　心も体も元気教室　一生元気コース

（13:30 ～ 15:00）
資源ごみ収集日（川西地区）

12/ ３ 土

11/19 土 12/ ４ 日

11/20 日 　　おはなしの森　10：30 ～　
　　おはなしコーナー 12/ ５ 月

　　休館日
　　母子健康手帳交付（10：00 ～ 11：00）
　　※要予約

11/21 月
　　休館日　　休館(特別休館）
　　母子健康手帳交付（10：00 ～ 11：00）
　　※要予約

12/ ６ 火 資源ごみ収集日（北方・轟・幸田・米永地区）

11/22 火
　　休館 ( 特別休館）
資源ごみ収集日（上場・老竹・長谷・東中下場・
西下場地区）

12/ ７ 水 　　母子相談（受付 14:00 ～ 14:30）
　　※時間厳守

11/23 水 　　休館(特別休館） 12/ ８ 木
　　心も体も元気教室　元気アップコース

（9：30 ～ 11：00）
　　げんき湧くわく教室

（9：00 ～ 11：00　受付8：45 ～）

11/24 木 　　休館(特別休館） 12/ ９ 金

　　心も体も元気教室　元気アップコース
（9:30 ～ 14:00）

資源ごみ収集日（川東地区）
定例教育委員会（吉松庁舎）※一般の方も傍聴で
きます。（一部非公開の場合もあります。）

11/25 金
　　休館（図書館システム更新のため）
　　心も体も元気教室　元気アップコース

（9:30 ～ 11:00）
資源ごみ収集日（川東地区）

12/10 土

11/26 土 粗大ごみ収集日（川東地区） 12/11 日

11/27 日 12/12 月
　　休館日
　　母子健康手帳交付（10：00 ～ 11：00）
　　※要予約

11/28 月

　　休館日
　　心も体も元気教室　貯筋アップコース

（9：30 ～ 11：00）
　　母子健康手帳交付（10：00 ～ 11：00）
　　※要予約

12/13 火
　　心も体も元気教室　貯筋アップコース

（13：30 ～ 15：00）
資源ごみ収集日（上場・老竹・長谷・東中下場・西下場
地区）

11/29 火
　　心も体も元気教室　元気アップコース

（13:30 ～ 15:00）
粗大ごみ収集日（上場・老竹・長谷・東中下場・
西下場地区）

12/14 水 　　温泉健康相談（13:00 ～ 16:00）

11/30 水 　　温泉健康相談（13:00 ～ 16:00） 12/15 木

吉中公

催し物
コーナー

文化祭作品展　　　　　（11月16日～ 12月15日）
（町内幼稚園，保育園，小・中学校作品）

◀
町
民
ホ
ー
ル
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日曜・祝日歯科救急診療
時間　午前９時から午後３時まで
場所　姶良地区歯科医師会館
　　　口腔保健センター
　　　　　　　（鹿児島空港近く）
TEL　５８－４３８８
※受診の際は必ず保険証をご持参
　ください。

１１月２０日（日）
　前田医院　　　　　　74－ 5001
１１月２３日（水）
　林内科　　　　　　　72－ 1818
　サン調剤薬局　　　　72－ 1800
１１月２７日（日）
　大庭医院　　　　　　76－ 1984
　寺脇薬局　　　　　　76－ 2008

１２月４日（日）
　吉松温泉医院　　　　75－ 3311
１２月１１日（日）　
　霧島桜ヶ丘病院　　　78－ 3135
　さくらの杜薬局　　　78－ 8282

日曜・祝日在宅医（薬局）（11・12月）

10
月
1
日
（
土
）

・
二
ツ
葉
保
育
園
運
動
会

・
県
畜
産
共
進
会

10
月
2
日
（
日
）

・
轟
小
学
校
運
動
会

・
「
日
本
棚
田
百
選
」
ウ
ォ
ー
ク
i
n

幸
田

・
上
場
小
学
校
・
地
区
合
同
運
動
会

10
月
3
日
（
月
）

・
町
職
員
朝
礼

・
町
認
定
農
業
者
協
議
会
総
会

10
月
4
日
（
火
）

・
豊
祭
相
撲
大
会
稽
古
激
励

10
月
5
日
（
水
）

・
町
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
共
進
会

・
豊
祭
相
撲
大
会
稽
古
激
励

10
月
7
日
（
金
）

・
北
姶
良
森
林
組
合
大
会

・
鹿
児
島
刑
務
所
長
来
庁
対
応

・
県
産
材
利
用
促
進
陳
情
者
来
庁
対
応

・
豊
祭
相
撲
大
会
稽
古
激
励

・
県
畜
産
共
進
会
反
省
会

10
月
9
日
（
日
）

・
豊
祭
相
撲
大
会
神
事

・
豊
祭
相
撲
大
会

10
月
10
日
（
月
）

・
北
方
地
区
運
動
会

・
町
子
ど
も
発
達
支
援
セ
ン
タ
ー
み
の

り
運
動
会

10
月
11
日
（
火
）

・
国
有
林
野
等
所
在
市
町
村
長
有
志
協

議
会

・
地
域
経
済
委
員
会

10
月
12
日
（
水
）

・
ま
ち
づ
く
り
要
望
活
動

10
月
13
日
（
木
）

・
姶
良
・
伊
佐
地
区
母
子
寡
婦
福
祉
大

会
・
県
町
村
会
定
期
大
会

10
月
14
日
（
金
）

・
高
原
フ
ェ
ス
タ
実
行
委
員
会

10
月
15
日
（
土
）

・
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
合
同
運
動
会

・
姶
良
伊
佐
地
区
わ
く
わ
く
ス
ポ
ー
ツ

大
会

10
月
16
日
（
日
）

・
東
中
下
場
地
区
運
動
会

・
西
下
場
地
区
運
動
会

10
月
17
日
（
月
）

・
議
会
本
会
議

・
議
員
全
員
協
議
会

・
鹿
児
島
森
林
管
理
署
長
来
庁
対
応

10
月
18
日
（
火
）

・
葉
た
ば
こ
販
売
会

10
月
19
日
（
水
）

・
南
大
隅
町
研
修
視
察
対
応

・
広
島
県
福
山
市
加
茂
中
学
校
農
家
民

泊
開
校
式

10
月
20
日
（
木
）

・
鹿
児
島
国
道
事
務
所
長
来
庁
対
応

・
下
場
土
地
区
画
整
理
審
議
会

10
月
25
日
（
火
）

・
栗
野
中
学
校
生
徒
に
よ
る
大
戦
時
の

町
内
状
況
取
材
対
応

・
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
、
地
域
密

着
型
サ
ー
ビ
ス
運
営
会
議

10
月
26
日
（
水
）

・
町
合
同
金
婚
式

・
表
彰
諮
問
委
員
会

・
県
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
共
進
会
出
品
者
激

励
10
月
27
日
（
木
）

・
鳥
取
県
岩
見
町
議
会
行
政
視
察
対
応

・
丸
池
湧
水
神
事

・
町
保
育
連
絡
協
議
会
人
形
劇

・
姶
良
伊
佐
地
域
行
政
懇
話
会
及
び
交

流
会

10
月
28
日
（
金
）

・
国
公
立
幼
稚
園
・
こ
ど
も
園
研
究
大

会
公
開

10
月
29
日
（
土
）

・
ウ
メ
バ
チ
ソ
ウ
を
観
る
会

・
県
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
共
進
会

10
月
30
日
（
日
）

・
米
永
地
区
運
動
会

10
月
31
日
（
月
）

・
鶴
丸
城
御
楼
門
作
成
関
係
者
来
庁
対

応
・
町
秋
ま
つ
り
実
行
委
員
会

・
チ
ェ
ン
ソ
ー
ア
ー
ト
ク
ラ
ブ
交
流
会

町
長
動
静　
　
（
10
月
１
日
～
31
日
）

　
（
新
生
児
）　　
　
　
（
保
護
者
）　 （
自
治
会
）

植ウ
エ
マ
ツ松　

蒼ア
オ　

　
　
　

 

篤　
　
　

 

水
窪

橋ハ
シ　

琉ル

ナ

ト
七
翔　
　
　

 

大
輔　
　

 

尾
鉢
第
２
住
宅

西ニ
シ
ダ田　

蓮レ

オ凰　
　
　

 
嵐
施　

 　

牛
瀬
戸

宮ミ
ヤ
ジ路　

翔シ
オ
ン空　
　
　

 
鉄
也　
　

 

楠
辺

猿サ
ル
ワ
タ
リ
渡　

心ミ
ナ
ト湊　
　
　

 
政
志　
　

 

支
区
外

池イ
ケ
ダ田　

廣ヒ
ロ
ト斗　
　
　

 

潤　
　
　

 
町
外

（
平
成
28
年
10
月
届
出
分
）

（
平
成
28
年
10
月
届
出
分
）

（
平
成
28
年
10
月
届
出
分
）

お
め
で
た
　
　（
敬
称
略
）

大
牟
礼
西
の
重
村
耕
一
郎
さ
ん
か
ら

（
ヨ
子
さ
ん
死
去
）

諏
訪
の
三
堂
昭
廣
さ
ん
か
ら

（
ヤ
エ
さ
ん
死
去
）

上
原
の
永
川
節
子
さ
ん
か
ら

（
眞
人
さ
ん
死
去
）

会
田
の
黒
田
賢
一
さ
ん
か
ら

（
成
里
子
さ
ん
死
去
）

老
谷
西
の
小
泉
淳
一
さ
ん
か
ら

（
道
子
さ
ん
死
去
）

長
谷
中
の
髙
城
美
知
代
さ
ん
か
ら

（
上
原
ヱ
ミ
さ
ん
死
去
）

　
（
故
人
）　　
　
　
　
（
亨
年
）　    （
自
治
会
）

黒
田　

成
里
子 

56
歳 

会
田

三
堂　

ヤ
エ 

91
歳 

諏
訪

前
田　

定　

 

88
歳 

二
渡

上
别
府　

忠 

64
歳 

別
府

上
原　

ヱ
ミ 

96
歳 

長
谷
中

老
谷　

昭
男 

76
歳 

老
谷
西

お
く
や
み
　
　（
敬
称
略
）

※
香
典
返
し
寄
付
に
つ
き
ま
し
て
は
、
寄
付
受
付

日
で
掲
載
す
る
た
め
、
お
く
や
み
の
月
と
は
異

な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、ご
了
承
く
だ
さ
い
。

※
い
た
だ
き
ま
し
た
ご
寄
付
は
、
地
域
福
祉
向
上

の
た
め
、有
意
義
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

人口の動き
住民基本台帳による
※外国人を含む
（　）は前月比

人口　  9,847人（  　  5人）

  男      4,592人（  　  5人）

  女      5,255人（  　  0人）

世帯数  4,884戸（  　  7戸）

　転入　　 29人
　転出　   21人
　出生　　   7人
　死亡　　 10人

平成28年10月末現在

ご
寄
付
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

　
　
　
　
　
湧
水
町
社
会
福
祉
協
議
会

【
香
典
返
し
】



このコンサートはヤマハ音楽振興会の地域音楽活動支援イベントです。

２０１６年１２月１７日（土）～２０１７年１月５日（木）　　「La-muse教室作品展」
１２月１８日（日）　「手作り体験会」　（１１：００～１５：００　要材料費）

手作り体験会同時開催！

La-muse 大人雑貨

出演：ベルチルドレン　栗野中学校音楽部
　　　キャンディＺ　風街楽団　さつまっ娘
後援：湧水町　湧水町教育委員会　南日本新聞社　南日本放送局
協力：La-muse 大人雑貨教室　ヤマハ音楽振興会
主催：さつまっ娘

栗野中学校音楽部 キャンディＺ さつまっ娘

風街楽団ベルチルドレン

わくわくファミリーコンサート

２０１６年１２年１８日（日）１４：００～１６：００
湧水町いきいきセンターくりの郷町民ホール（入場無料）


